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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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学校の授業でお金を数える
南アフリカ共和国の女の子。



お金が余っている人 銀行や証券会社などの金融機関 お金が足りない人

経済活動
に参加

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
カ
月
が
経
っ

た
。
新
社
会
人
の
中
に
は
、
新
し
く
銀

行
口
座
を
作
っ
た
人
も
い
る
は
ず
だ
。

給
与
が
振
り
込
ま
れ
、
生
活
費
を
引
き

出
し
、
家
賃
や
電
気
・
水
道
代
な
ど
が

引
き
落
と
さ
れ
、
将
来
に
備
え
て
貯
蓄

す
る
。
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
私
た
ち

が
日
常
生
活
を
送
る
と
き
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　
も
う
少
し
上
の
年
代
の
読
者
で
あ
れ

ば
、
車
や
新
居
を
購
入
す
る
た
め
に
融

資
を
受
け
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

銀
行
か
ら
の
融
資
が
な
け
れ
ば
、
何
を

す
る
に
せ
よ
自
分
の
手
持
ち
の
お
金
を

使
う
か
、
知
り
合
い
に
頼
み
込
ん
で
貸

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
も
し
、
私
た

ち
が
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
ら
、
日
本
の
経
済
は
今
と
同
じ

よ
う
に
回
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ 

ｓ
）
の
目
標
に
は
、
貧
困
層
を
含

む
全
て
の
人
が
正
規
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
（
金

融
包
摂
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
人
々
の

生
活
と
生
計
に
と
っ
て
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
。
一
方
、
世
界
銀
行
の
調
べ

で
は
、
先
進
国
で
は
成
人
の
94
％
が
銀

行
口
座
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
開

必
要
な
人
に
資
金
を

市
場
と
生
活
を
支
え
る
金
融

発
途
上
国
で
は
銀
行
口
座
を
持
つ
成
人

の
割
合
は
54
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

男
女
で
も
差
が
あ
り
、
世
界
全
体
で
成

人
男
性
の
65
％
が
銀
行
口
座
を
持
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
成
人
女
性
で
は
58

％
だ
（
２
０
１
４
年
版
金
融
包
摂
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
人
に
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
埼
玉
大
学
の
辻
一
人
教
授
は
、
四

つ
の
要
素
を
指
摘
す
る
。「
一
つ
目
は
、

顧
客
側
の
問
題
。
正
規
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
知
識
や
信
頼
が
行
き
渡

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
誰
も
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
持
た

な
い
で
し
ょ
う
。
二
つ
目
は
、
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
の
問
題
。
つ
ま
り
、
顧
客
、

特
に
貧
困
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
金
融

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
市

場
ル
ー
ル
の
問
題
。
民
間
金
融
市
場
は

適
切
な
法
規
制
が
行
わ
れ
て
初
め
て
機

能
し
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
市
場
ル
ー
ル
の
整
備
は
顧
客
保

護
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
四
つ
目
は
、

金
融
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
。
決
済
シ
ス
テ

ム
、
融
資
情
報
の
共
有
シ
ス
テ
ム
、
担

保
処
分
制
度
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
金
融

商
品
の
提
供
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
な
い

原
因
は
こ
の
四
つ
の
ど
こ
か
に
あ
り
、

そ
の
解
決
が
金
融
部
門
で
の
国
際
協
力

で
は
不
可
欠
で
す
。
必
要
と
す
る
人
々

編集協力  埼玉大学　国際開発教育研究センター所長　辻一人教授
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生活を支え、産業を開く

生活を 支え、産業を開く
©James Morgan / Getty Images

世界の金融事情を知ろう！

お金が余っている人からお金が足りない人に資金を融通すること。銀行などの金融機関は、その仲介
機能を果たしている。最近では持続可能な開発目標（SDGs）においても、さまざまな開発目標達成の
手段として、いかにしてより多くの人々に金融サービスを提供していくかに注目が集まっている。

ところが、途上国では、顧客側に金融サービスについての知識や信頼が乏しい、利用しやすい金融商品
やサービスが提供されていない、市場のルールが整備されていない、金融市場や決済システムなどの
金融インフラが十分に整備されていないといった問題を抱えている。

金融支援の注目ワード

※携帯電話やタブレットなどのモバイル端末を利用して金融取引などのサービスを行うこと

金融とは…

途上国では、口座を保有している人でも…

（％）

54％

途上国の中でも男女や貧富の差によって
口座保有率に開きがある

男性

世界全体 先進国 開発途上国

女性 貧困層富裕層
0

50

100

0

50

100

59％ 50％ 60％
46％

水道・光熱費などの公共料金を、口座からの振替や引き落とし
といった電子決済ではなく、現金で支払っている → 13億人

授業料を電子決済ではなく現金で支払っている → 5億人

全ての人々が、経済活動のチャンスを捉えたり、経済的に不安定な
状況を軽減したりするために必要な金融サービスにアクセスでき、
それを利用できる状況。その中心的な役割を担う仕組みとして期
待されているのが、貧困層を対象にした小規模金融サービスを提
供するマイクロファイナンスだ。無担保での少額融資（マイクロク
レジット）や、少額の負担で自然災害や病気などのリスクに備える
保険（マイクロ保険）、小口の預金・送金などさまざまなサービス
がある。

金融（ファイナンス）と技術（テクノロジー）を組み合わせた造語。
最近では、人口知能（AI）や情報通信技術（ICT）を駆使した革新
的な金融商品・サービスの潮流という意味で利用されることが多
い。途上国における経済活動の促進への貢献も期待されている。

※出典：世界銀行「The Global Findex Database 2014」, ＜http://www.worldbank.org/globalfindex/＞

① 金融包摂

② フィンテック

金融機関やモバイルマネーの口座を保有している成人の割合

多くの人が口座を
保有していても十分に
活用できていない

世界的に口座保有率は
年々増加傾向にあるが、
国によって差がある

2011 2014

2011 2014

17％
40％

64％
79％

ブラジル
中国

インド

インドネシアタンザニア

2011 2014

35％
53％

（ ）

（ ）
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解説！

　硬貨、紙幣、ICカード乗車券、モバイルマネー。
私たちの生活は、さまざまな金融サービスに支えられて成り立っている。

企業の経済活動も、銀行などの金融機関が提供する商品やサービスがあってこそ、
円滑に進めることができるのだ。

だが、世界の成人の半分近くはまだ銀行口座すら持っていない。
この格差を埋めることは、開発支援に欠かせない。

に
資
金
が
届
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
た
だ
単
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
貸

し
た
り
、
渡
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
根

本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
市
場
の
発
展
を
阻
害
す
る
怖
れ

が
あ
り
ま
す
」

　
金
融
市
場
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
お

り
、
金
融
は
規
模
だ
け
で
な
く
、
市
場

の
仕
組
み
の
発
達
が
重
要
な
分
野
だ
。

市
場
の
中
で
民
間
資
金
が
流
通
し
、
お

金
を
持
っ
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
か
ら
必

要
な
人
の
と
こ
ろ
に
資
金
が
届
く
こ
と

が
、
経
済
発
展
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
。

資
金
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
一
方
的
に

公
的
資
金
を
注
入
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

民
間
の
余
っ
た
お
金
は
活
用
さ
れ
ず
、

公
的
資
金
が
途
絶
え
た
と
き
に
産
業
の

発
展
も
途
絶
え
て
し
ま
う
と
、
辻
教
授

は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。「
民
間
資
金
が
十
分

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
金
融
市
場
作
り

は
、
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

金
融
市
場
を
民
間
資
金
に
任
せ
、
限
ら

れ
た
財
政
資
金
は
民
間
資
金
で
は
で
き

な
い
分
野
に
限
定
し
て
振
り
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」

　
だ
か
ら
こ
そ
、
金
融
市
場
の
活
性
化

に
向
け
た
四
つ
の
課
題
の
解
決
に
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
だ
。
一
時
的
な
資
金
援
助
は

民
間
市
場
を
活
性
化

自
力
成
長
の
原
動
力
に

あ
く
ま
で
金
融
市
場
を
活
性
化
す
る
呼

び
水
で
し
か
な
い
。
市
場
の
仕
組
み
や

管
理
体
制
の
整
備
と
並
行
し
て
、
利
用

者
へ
の
金
融
教
育
や
、
よ
り
幅
広
い
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
商
品
の
開
発

な
ど
を
進
め
、
対
象
の
金
融
市
場
が
抱

え
る
課
題
を
見
つ
け
て
一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
金
融
支
援
の
本
質
と

な
る
。

　
民
間
市
場
の
発
展
は
、
公
的
部
門
に

よ
る
ル
ー
ル
や
イ
ン
フ
ラ
次
第
と
い
っ

て
も
い
い
。
金
融
市
場
の
仕
組
み
に
介

入
し
、
必
要
な
人
や
有
用
な
使
い
道
に
、

持
続
的
に
資
金
が
流
れ
る
よ
う
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
手
助
け

を
す
る
こ
と
が
、
金
融
分
野
の
国
際
協

※
（2014年）

0

50

100

62％

94％ 開発途上国の成人の約半数が
口座を保有していない

2011 2014

20％
36％

2011 2014

56％ 68％

力
の
意
義
だ
。

　
２
０
０
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
の
名

前
や
、
同
氏
が
運
営
し
て
い
た
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
と
い
う
名
称
、
あ
る
い
は
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
イ
ク
ロ
保
険

と
い
っ
た
言
葉
は
、
日
本
で
も
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
途

上
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を
含
む
先
進

国
で
も
、
生
活
困
窮
者
向
け
の
貯
蓄
サ

ー
ビ
ス
や
少
額
ロ
ー
ン
の
導
入
検
討
が

進
ん
で
い
る
。
従
来
、
正
規
の
金
融
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、
不
安
定
で
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
段
に
頼
っ
て
い
た

貧
困
層
の
取
り
込
み
に
向
け
て
、
金
融

市
場
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

金
融
市
場
が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
教
育
や
福
祉
な
ど
公
共
性
の

高
い
分
野
で
も
、
民
間
資
金
を
使
っ
て

庶
民
に
手
が
届
く
価
格
で
質
の
よ
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
は
、
手
ご
ろ
な

学
費
で
質
の
よ
い
教
育
を
目
指
す
民
間

教
育
機
関
が
増
え
始
め
て
お
り
、
金
融

市
場
の
整
備
は
こ
う
し
た
流
れ
を
後
押

し
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　
金
は
天
下
の
回
り
物
、
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
。
お
金
は
社
会
を
循
環
し
、

今
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る
人
の
下
に

も
い
ず
れ
は
豊
か
に
な
る
機
会
が
巡
っ

て
く
る
、
と
い
う
意
味
だ
。
全
て
の
人

に
お
金
が
回
る
社
会
を
作
る
た
め
に
、

民
間
市
場
の
育
成
に
つ
な
が
る
金
融
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

［ 代表的な事例 ］

　ケニアの通信事業者「Safaricom」が提供
する、携帯電話を活用した送金サービス。銀
行口座を保有していない人でも、携帯電話の
ショートメッセージ（SMS）で手続きや本人確
認をすることで、金融取引を行うことができ
る。仕組みとしては、送金したい人が最寄りの
代理店にお金を預けると、受取人の携帯電話
に送金番号や暗証番号が記入されたSMSが
送信される。受取人は、受信したSMSや身分
証明書などを最寄りの代理店に提示すれば、
お金を受け取ることができる。銀行へのアク
セスが困難な貧困層や低所得者にとっても身
近で簡単なことから、ケニア全土で利用者が
急速に拡大している。

「M-Pesa」

※出典：総務省「平成27年版 情報通信白書 アフリカの「モバイル革命」」, 
＜http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/
 nc123130.html＞
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お金が余っている人 銀行や証券会社などの金融機関 お金が足りない人

経済活動
に参加

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
カ
月
が
経
っ

た
。
新
社
会
人
の
中
に
は
、
新
し
く
銀

行
口
座
を
作
っ
た
人
も
い
る
は
ず
だ
。

給
与
が
振
り
込
ま
れ
、
生
活
費
を
引
き

出
し
、
家
賃
や
電
気
・
水
道
代
な
ど
が

引
き
落
と
さ
れ
、
将
来
に
備
え
て
貯
蓄

す
る
。
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
私
た
ち

が
日
常
生
活
を
送
る
と
き
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。

　
も
う
少
し
上
の
年
代
の
読
者
で
あ
れ

ば
、
車
や
新
居
を
購
入
す
る
た
め
に
融

資
を
受
け
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

銀
行
か
ら
の
融
資
が
な
け
れ
ば
、
何
を

す
る
に
せ
よ
自
分
の
手
持
ち
の
お
金
を

使
う
か
、
知
り
合
い
に
頼
み
込
ん
で
貸

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
も
し
、
私
た

ち
が
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
ら
、
日
本
の
経
済
は
今
と
同
じ

よ
う
に
回
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

　
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ 

ｓ
）
の
目
標
に
は
、
貧
困
層
を
含

む
全
て
の
人
が
正
規
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
（
金

融
包
摂
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
人
々
の

生
活
と
生
計
に
と
っ
て
、
金
融
サ
ー
ビ

ス
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
。
一
方
、
世
界
銀
行
の
調
べ

で
は
、
先
進
国
で
は
成
人
の
94
％
が
銀

行
口
座
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
開

必
要
な
人
に
資
金
を

市
場
と
生
活
を
支
え
る
金
融

発
途
上
国
で
は
銀
行
口
座
を
持
つ
成
人

の
割
合
は
54
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

男
女
で
も
差
が
あ
り
、
世
界
全
体
で
成

人
男
性
の
65
％
が
銀
行
口
座
を
持
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
成
人
女
性
で
は
58

％
だ
（
２
０
１
４
年
版
金
融
包
摂
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
多
く
の
人
に
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
埼
玉
大
学
の
辻
一
人
教
授
は
、
四

つ
の
要
素
を
指
摘
す
る
。「
一
つ
目
は
、

顧
客
側
の
問
題
。
正
規
の
金
融
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
知
識
や
信
頼
が
行
き
渡

っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
誰
も
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
持
た

な
い
で
し
ょ
う
。
二
つ
目
は
、
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
の
問
題
。
つ
ま
り
、
顧
客
、

特
に
貧
困
層
に
と
っ
て
魅
力
的
な
金
融

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
市

場
ル
ー
ル
の
問
題
。
民
間
金
融
市
場
は

適
切
な
法
規
制
が
行
わ
れ
て
初
め
て
機

能
し
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
市
場
ル
ー
ル
の
整
備
は
顧
客
保

護
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。
四
つ
目
は
、

金
融
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
。
決
済
シ
ス
テ

ム
、
融
資
情
報
の
共
有
シ
ス
テ
ム
、
担

保
処
分
制
度
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
金
融

商
品
の
提
供
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
り

ま
す
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
な
い

原
因
は
こ
の
四
つ
の
ど
こ
か
に
あ
り
、

そ
の
解
決
が
金
融
部
門
で
の
国
際
協
力

で
は
不
可
欠
で
す
。
必
要
と
す
る
人
々

編集協力  埼玉大学　国際開発教育研究センター所長　辻一人教授

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

生活を 支え、産業を開く
©James Morgan / Getty Images

世界の金融事情を知ろう！

お金が余っている人からお金が足りない人に資金を融通すること。銀行などの金融機関は、その仲介
機能を果たしている。最近では持続可能な開発目標（SDGs）においても、さまざまな開発目標達成の
手段として、いかにしてより多くの人々に金融サービスを提供していくかに注目が集まっている。

ところが、途上国では、顧客側に金融サービスについての知識や信頼が乏しい、利用しやすい金融商品
やサービスが提供されていない、市場のルールが整備されていない、金融市場や決済システムなどの
金融インフラが十分に整備されていないといった問題を抱えている。

金融支援の注目ワード

※携帯電話やタブレットなどのモバイル端末を利用して金融取引などのサービスを行うこと

金融とは…

途上国では、口座を保有している人でも…

（％）

54％

途上国の中でも男女や貧富の差によって
口座保有率に開きがある

男性

世界全体 先進国 開発途上国

女性 貧困層富裕層
0

50

100

0

50

100

59％ 50％ 60％
46％

水道・光熱費などの公共料金を、口座からの振替や引き落とし
といった電子決済ではなく、現金で支払っている → 13億人

授業料を電子決済ではなく現金で支払っている → 5億人

全ての人々が、経済活動のチャンスを捉えたり、経済的に不安定な
状況を軽減したりするために必要な金融サービスにアクセスでき、
それを利用できる状況。その中心的な役割を担う仕組みとして期
待されているのが、貧困層を対象にした小規模金融サービスを提
供するマイクロファイナンスだ。無担保での少額融資（マイクロク
レジット）や、少額の負担で自然災害や病気などのリスクに備える
保険（マイクロ保険）、小口の預金・送金などさまざまなサービス
がある。

金融（ファイナンス）と技術（テクノロジー）を組み合わせた造語。
最近では、人口知能（AI）や情報通信技術（ICT）を駆使した革新
的な金融商品・サービスの潮流という意味で利用されることが多
い。途上国における経済活動の促進への貢献も期待されている。

※出典：世界銀行「The Global Findex Database 2014」, ＜http://www.worldbank.org/globalfindex/＞

① 金融包摂

② フィンテック

金融機関やモバイルマネーの口座を保有している成人の割合

多くの人が口座を
保有していても十分に
活用できていない

世界的に口座保有率は
年々増加傾向にあるが、
国によって差がある

2011 2014

2011 2014

17％
40％

64％
79％

ブラジル
中国

インド

インドネシアタンザニア

2011 2014

35％
53％

（ ）

（ ）

特集 金融支援

解説！

　硬貨、紙幣、ICカード乗車券、モバイルマネー。
私たちの生活は、さまざまな金融サービスに支えられて成り立っている。

企業の経済活動も、銀行などの金融機関が提供する商品やサービスがあってこそ、
円滑に進めることができるのだ。

だが、世界の成人の半分近くはまだ銀行口座すら持っていない。
この格差を埋めることは、開発支援に欠かせない。

に
資
金
が
届
い
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
た
だ
単
に
た
く
さ
ん
の
お
金
を
貸

し
た
り
、
渡
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
根

本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
市
場
の
発
展
を
阻
害
す
る
怖
れ

が
あ
り
ま
す
」

　
金
融
市
場
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
お

り
、
金
融
は
規
模
だ
け
で
な
く
、
市
場

の
仕
組
み
の
発
達
が
重
要
な
分
野
だ
。

市
場
の
中
で
民
間
資
金
が
流
通
し
、
お

金
を
持
っ
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
か
ら
必

要
な
人
の
と
こ
ろ
に
資
金
が
届
く
こ
と

が
、
経
済
発
展
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
。

資
金
が
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
一
方
的
に

公
的
資
金
を
注
入
し
て
い
る
だ
け
で
は
、

民
間
の
余
っ
た
お
金
は
活
用
さ
れ
ず
、

公
的
資
金
が
途
絶
え
た
と
き
に
産
業
の

発
展
も
途
絶
え
て
し
ま
う
と
、
辻
教
授

は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。「
民
間
資
金
が
十
分

に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
金
融
市
場
作
り

は
、
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

金
融
市
場
を
民
間
資
金
に
任
せ
、
限
ら

れ
た
財
政
資
金
は
民
間
資
金
で
は
で
き

な
い
分
野
に
限
定
し
て
振
り
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」

　
だ
か
ら
こ
そ
、
金
融
市
場
の
活
性
化

に
向
け
た
四
つ
の
課
題
の
解
決
に
、
よ

り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

必
要
な
の
だ
。
一
時
的
な
資
金
援
助
は

民
間
市
場
を
活
性
化

自
力
成
長
の
原
動
力
に

あ
く
ま
で
金
融
市
場
を
活
性
化
す
る
呼

び
水
で
し
か
な
い
。
市
場
の
仕
組
み
や

管
理
体
制
の
整
備
と
並
行
し
て
、
利
用

者
へ
の
金
融
教
育
や
、
よ
り
幅
広
い
層

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
新
商
品
の
開
発

な
ど
を
進
め
、
対
象
の
金
融
市
場
が
抱

え
る
課
題
を
見
つ
け
て
一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
金
融
支
援
の
本
質
と

な
る
。

　
民
間
市
場
の
発
展
は
、
公
的
部
門
に

よ
る
ル
ー
ル
や
イ
ン
フ
ラ
次
第
と
い
っ

て
も
い
い
。
金
融
市
場
の
仕
組
み
に
介

入
し
、
必
要
な
人
や
有
用
な
使
い
道
に
、

持
続
的
に
資
金
が
流
れ
る
よ
う
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
手
助
け

を
す
る
こ
と
が
、
金
融
分
野
の
国
際
協

※
（2014年）

0

50

100

62％

94％ 開発途上国の成人の約半数が
口座を保有していない

2011 2014

20％
36％

2011 2014

56％ 68％

力
の
意
義
だ
。

　
２
０
０
６
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
の
名

前
や
、
同
氏
が
運
営
し
て
い
た
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
と
い
う
名
称
、
あ
る
い
は
マ
イ

ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
マ
イ
ク
ロ
保
険

と
い
っ
た
言
葉
は
、
日
本
で
も
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
途

上
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を
含
む
先
進

国
で
も
、
生
活
困
窮
者
向
け
の
貯
蓄
サ

ー
ビ
ス
や
少
額
ロ
ー
ン
の
導
入
検
討
が

進
ん
で
い
る
。
従
来
、
正
規
の
金
融
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、
不
安
定
で
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
手
段
に
頼
っ
て
い
た

貧
困
層
の
取
り
込
み
に
向
け
て
、
金
融

市
場
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

金
融
市
場
が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
教
育
や
福
祉
な
ど
公
共
性
の

高
い
分
野
で
も
、
民
間
資
金
を
使
っ
て

庶
民
に
手
が
届
く
価
格
で
質
の
よ
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
は
、
手
ご
ろ
な

学
費
で
質
の
よ
い
教
育
を
目
指
す
民
間

教
育
機
関
が
増
え
始
め
て
お
り
、
金
融

市
場
の
整
備
は
こ
う
し
た
流
れ
を
後
押

し
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。

　
金
は
天
下
の
回
り
物
、
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
。
お
金
は
社
会
を
循
環
し
、

今
は
苦
境
に
あ
え
い
で
い
る
人
の
下
に

も
い
ず
れ
は
豊
か
に
な
る
機
会
が
巡
っ

て
く
る
、
と
い
う
意
味
だ
。
全
て
の
人

に
お
金
が
回
る
社
会
を
作
る
た
め
に
、

民
間
市
場
の
育
成
に
つ
な
が
る
金
融
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

［ 代表的な事例 ］

　ケニアの通信事業者「Safaricom」が提供
する、携帯電話を活用した送金サービス。銀
行口座を保有していない人でも、携帯電話の
ショートメッセージ（SMS）で手続きや本人確
認をすることで、金融取引を行うことができ
る。仕組みとしては、送金したい人が最寄りの
代理店にお金を預けると、受取人の携帯電話
に送金番号や暗証番号が記入されたSMSが
送信される。受取人は、受信したSMSや身分
証明書などを最寄りの代理店に提示すれば、
お金を受け取ることができる。銀行へのアク
セスが困難な貧困層や低所得者にとっても身
近で簡単なことから、ケニア全土で利用者が
急速に拡大している。

「M-Pesa」

※出典：総務省「平成27年版 情報通信白書 アフリカの「モバイル革命」」, 
＜http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/
 nc123130.html＞
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い
て
い
の
中
小
零
細
企
業
は
、
一
度
購

入
し
た
設
備
を
、
耐
用
年
数
を
超
え
て

も
使
い
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド
事
務
所
の
古
川
直
人
さ

ん
は
、
そ
う
話
す
。「
設
備
の
老
朽
化
は

生
産
性
の
低
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰

消
費
な
ど
に
つ
な
が
り
、
高
成
長
を
続

け
る
イ
ン
ド
産
業
の
足
か
せ
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
」

　
同
国
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相

は
、
外
国
資
本
を
誘
致
し
、
製
造
業
の

発
展
を
通
し
て
イ
ン
ド
経
済
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
す 〝
メ
イ
ク
・
イ
ン
・

イ
ン
デ
ィ
ア
〞
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

中
小
零
細
企
業
の
設
備
更
新
は
、
こ
う

し
た
産
業
育
成
の
側
面
か
ら
も
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
日
本
が
協

力
し
て
進
め
て
い
る
の
が
、
中
小
企
業

で
も
利
用
し
や
す
い
法
人
向
け
政
策
ロ

ー
ン
だ
。

　「
イ
ン
ド
の
中
小
零
細
企
業
の
85
％

は
金
融
機
関
と
の
取
引
が
な
く
、
従
っ

て
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
」
と
ロ
ー
ン
の
貸
付
を

行
う
政
府
系
金
融
機
関
、
イ
ン
ド
中
小

企
業
開
発
銀
行
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
）
の
マ

ノ
ジ
・
ミ
タ
ル
副
頭
取
は
語
る
。「
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た
企
業
に

も
、
金
融
市
場
を
通
じ
た
資
金
調
達
の

門
戸
を
開
く
意
義
が
あ
る
の
で
す
」

　
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単
に
資
金
を
貸

し
付
け
る
の
で
は
な
い
。「
中
小
零
細

企
業
・
省
エ
ネ
支
援
事
業
」
と
い
う
名

が
示
す
と
お
り
、
こ
の
ロ
ー
ン
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
提
供
し
た
低
金
利
の
優
遇
借

款
資
金
を
原
資
に
、
企
業
が
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
を
条
件
に

借
り
入
れ
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
イ
ン
ド
の
国
策
と
し
て
進
む
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
呼
応
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。
人
口
増
加
と
近
代
化
が
並
行

し
て
進
む
イ
ン
ド
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０

０
１
年
に
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
制
定

さ
れ
、
12
年
か
ら
は
家
庭
や
大
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
省
エ
ネ
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
川
さ
ん
は
、

「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
の
下
、
あ
ら
か
じ

め
一
定
基
準
の
省
エ
ネ
性
能
が
確
認
さ

れ
た
設
備
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
ら
の

て
、
融
資
サ
イ
ク
ル
の
管
理
方
法
な
ど

金
融
機
関
に
必
要
な
技
術
支
援
を
行
っ

て
お
り
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
能
力
の
向

上
を
通
し
て
中
小
零
細
企
業
の
金
融
へ

の
ア
ク
セ
ス
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
企
業
向
け
に
は
省
エ
ネ
研
修

や
ガ
イ
ド
の
作
成
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
の
中
小
零
細
企
業
は
、こ
の
先
、

国
の
発
展
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

雇
用
創
出
の
面
で
も
イ
ン
ド
経
済
の
中

で
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
資
金
調
達
を
後

押
し
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
文
化
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
よ
り

安
定
し
た
、
持
続
可
能
な
成
長
の
た
め

の
呼
び
水
と
な
り
ま
す
」。
ミ
タ
ル
さ
ん

は
、
そ
う
強
く
訴
え
た
。

　
イ
ン
ド
工
業
の
現
状
を
知
る
た
め
、

い
く
つ
か
の
工
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

　
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
部
品

を
製
作
す
る
カ
ス
ヤ
G
P
P
オ
ー
ト
プ

ロ
ダ
ク
ツ
社
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
色
と

り
ど
り
の
花
が
植
え
ら
れ
た
中
庭
が
広

が
っ
て
い
た
。
そ
の
奥
で
は
、
新
た
な

工
場
社
屋
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。「
当

社
の
売
り
上
げ
は
年
30
％
の
ペ
ー
ス
で

成
長
し
て
い
ま
す
。
長
年
、
日
本
企
業

と
取
引
し
、
カ
イ
ゼ
ン
や
５
Ｓ
な
ど
、

日
本
の
業
務
慣
行
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
お
か
げ
で
す
」。
同
社
の
Ｉ
・Ｃ
・

ア
ガ
ル
ワ
ル
社
長
は
、
そ
う
い
っ
て
本

社
屋
の
入
り
口
に
あ
る
安
全
管
理
ボ
ー

ド
や
、
数
字
が
整
然
と
並
ぶ
製
造
ラ
イ

ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
見
せ
て
く
れ

た
。「
各
ラ
イ
ン
は
１
日
22
時
間
・
週
6

日
稼
動
さ
せ
て
い
て
、
生
産
量
は
ほ
ぼ

限
界
で
す
。
事
業
の
拡
大
に
は
、
生
産

能
力
そ
の
も
の
の
向
上
が
必
要
な
ん
で

す
」
と
話
す
ア
ガ
ル
ワ
ル
さ
ん
。
実
際

の
生
産
ラ
イ
ン
を
歩
く
と
、
工
員
た
ち

が
黙
々
と
、
だ
が
正
確
に
作
業
を
進
め

て
い
た
。
１
７
５
人
の
社
員
が
３
交
代

制
で
、
日
本
を
含
む
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
部
品
を
作
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
同
社
で
は
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
か
ら
の
融
資

を
き
っ
か
け
に
、
生
産
性
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
つ
か
新
型
の
機
材
を
導
入

し
て
い
る
。
全
自
動
で
部
品
の
研
磨
や

穴
開
け
を
行
う
設
備
は
、
い
ず
れ
も
こ

れ
ま
で
複
数
の
機
械
に
分
か
れ
、
何
人

も
の
工
員
の
手
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
工
程
を
、
１
台
で
正
確
に
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
こ
の
設

備
が
あ
れ
ば
、
生
産
効
率
を
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
高
い
精
度

を
求
め
る
企
業
か
ら
も
受
注
を
受
け
ら

れ
る
は
ず
で
す
。
省
エ
ネ
効
果
も
得
ら

れ
て
お
り
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
も
つ
な

が
り
ま
す
」
と
、
ア
ガ
ル
ワ
ル
さ
ん
は

強
気
を
見
せ
た
。

　
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
車
で
１
０
０
キ
ロ

近
く
走
り
、
青
々
と
し
た
麦
畑
を
抜
け

た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
洋
風
チ
ー
ズ

を
生
産
す
る
デ
イ
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
社
の

工
場
だ
。
イ
ン
ド
最
大
の
宗
教
・
ヒ
ン

ズ
ー
教
で
は
牛
を
神
聖
視
し
、
牛
肉
を

食
べ
な
い
が
、
ミ
ル
ク
か
ら
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ま
で
、
乳
製
品

は
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
水
牛
も
数
多
く

飼
育
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
は
、
世
界
有

数
の
乳
製
品
生
産
国
な
の
だ
。
デ
イ
リ

ー
ク
ラ
フ
ト
社
の
ビ
ジ
ャ
イ
・
ジ
ュ
ネ

ジ
ャ
社
長
は
、
毎
朝
、
デ
リ
ー
か
ら
車

を
飛
ば
し
、
ミ
ル
ク
の
生
産
地
と
な
る

農
村
に
建
て
た
こ
の
工
場
に
通
っ
て
い

る
と
い
う
。
確
か
に
、
道
中
で
は
多
く

の
牛
の
姿
を
見
掛
け
た
。

　「
当
社
は
、
イ
ン
ド
各
地
の
有
名
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
チ
ー
ズ
を

納
入
し
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
も
、
水

牛
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ッ
ラ
を
輸
入
し
た
い

と
い
う
打
診
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
消
費

期
限
が
短
い
も
の
な
の
で
、
工
夫
が
必

要
だ
と
お
答
え
し
ま
し
た
が
」
と
、
ジ

ュ
ネ
ジ
ャ
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　
同
社
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
で
導
入

す
る
新
た
な
設
備
が
あ
れ
ば
、
現
在
７

台
の
機
械
と
社
員
の
手
作
業
で
行
っ
て

い
る
加
工
が
１
台
で
全
て
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。「
加
工
中
は
釜
の
ふ

た
が
閉
ま
る
の
で
衛
生
的
で
安
全
で
す

し
、
熱
が
逃
げ
な
い
の
で
省
エ
ネ
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
加
工
用
の
レ
シ
ピ

を
本
体
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
守
る
こ
と
も

で
き
ま
す
」。
厳
し
い
衛
生
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
工
場
を
案
内
し
な
が
ら
、
ジ
ュ

ネ
ジ
ャ
さ
ん
は
そ
う
説
明
し
て
く
れ

た
。

　「
当
社
の
製
品
は
最
高
の
品
質
を
追
求

し
て
い
ま
す
し
、
添
加
物
も
で
き
る
だ

け
使
い
ま
せ
ん
。
食
べ
物
は
体
に
入
っ

て
血
や
肉
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
？
自

分
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
自
信
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
に
売
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
省
エ
ネ
だ
っ
て
同

じ
で
す
。
次
世
代
の
た
め
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
遣
い
は
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」。
そ
う
語
る
ジ
ュ
ネ
ジ
ャ
さ

ん
は
、
情
熱
的
な
経
営
者
で
あ
る
と
同

時
に
、
心
優
し
い
父
親
の
顔
を
し
て
い

た
。

　
最
後
に
も
う
一
カ
所
、
工
場
を
訪
問

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
梱

包
剤
の
製
造
・
加
工
を
手
掛
け
る
Ｐ
・Ｋ
・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
だ
。「
こ
の
会
社

を
始
め
て
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
当
初

は
資
本
金
も
少
な
く
、
加
工
で
き
る
量

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

社
で
は
、
地
元
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
や
欧
米
な
ど
の
企
業
か
ら
も
梱
包
製

作
を
受
注
し
て
い
る
。
同
社
の
梱
包
を

使
っ
た
製
品
の
多
く
が
海
外
に
輸
出
さ

れ
る
た
め
、
同
社
の
製
品
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
原
材
料
の
輸
入

関
税
の
免
除
な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
。
輸
出
振
興
策
の
ち
ょ

っ
と
し
た
恩
恵
だ
。

　「
今
後
は
融
資
を
利
用
し
て
会
社
を
拡

大
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
修
な
ど
で
さ

ら
に
技
術
力
を
高
め
た
い
」
と
語
る
ジ

ャ
イ
ン
さ
ん
。
次
世
代
の
も
の
づ
く
り

大
国
に
向
け
て
、
イ
ン
ド
の
壮
大
な
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
編
集
部
　
近
藤
ゆ
ふ
き
）

カスヤＧＰＰオートプロダクツ社が導入した設
備の一つ（上）と加工された部品（下）。部品
の加工と研磨までの一連のプロセスを自動
で処理することができる

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

に
も
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
徐
々
に
工

場
を
拡
大
し
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
な
ど

で
10
台
近
く
の
設
備
を
更
新
し
た
こ
と

で
、
１
日
１
０
０
０
枚
の
加
工
が
限
界

だ
っ
た
も
の
が
、
２
〜
３
時
間
で
１
０

０
０
枚
を
加
工
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
毎
日
７
０
０
０
か
ら

１
万
の
梱
包
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

電
力
の
消
費
は
減
り
、
品
質
は
向
上
し

て
い
ま
す
」。
社
長
の
Ｐ
・Ｋ
・
ジ
ャ
イ

ン
さ
ん
は
、
そ
う
振
り
返
る
。

　
創
業
当
初
か
ら
同
社
で
働
き
、
顧
客

向
け
の
試
作
品
も
手
掛
け
る
ヘ
ラ
・
シ

ン
さ
ん
は
、「
新
し
い
機
材
の
お
か
げ
で

作
業
も
楽
に
な
り
ま
し
た
し
、
こ
の
仕

事
に
満
足
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
同

企
業
に
と
っ
て
、
資
金
繰
り
は
死
活
問

題
な
の
だ
。

　
小
説
の
中
で
は
、
佃
製
作
所
が
町
工

場
と
し
て
は
ず
ば
抜
け
て
高
水
準
の
設

備
を
整
え
て
い
た
こ
と
が
、
新
た
な
取

引
先
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
現
実
は

ど
う
か
。
新
し
い
設
備
を
導
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
〝
ま
と
ま
っ
た
お
金
〞

を
ぽ
ん
と
出
せ
る
中
小
零
細
企
業
は
決

し
て
多
く
な
い
。

　
今
、
新
た
な
世
界
の
工
場
を
目
指
し
、

も
の
づ
く
り
立
国
に
力
を
入
れ
て
い
る

イ
ン
ド
で
も
、
事
情
は
同
じ
だ
。「
た

〝
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
〞に
点
火
せ
よ

導
入
に
対
し
て
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
小
零
細
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
政
府
の
方
針

と
も
合
致
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
委
託
を
受
け
て
技
術
支

援
を
手
掛
け
る
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー

ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
社
の
マ
ニ
シ
ュ
・

ソ
ニ
さ
ん
は
、
リ
ス
ト
の
存
在
が
手
続

き
の
簡
略
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
指

摘
す
る
。「
ど
こ
の
国
で
も
、
中
小
零

細
企
業
は
た
い
て
い
が
家
族
経
営
で
す

か
ら
、
複
雑
な
審
査
手
続
き
の
た
め
に

大
量
の
書
類
を
作
る
だ
け
で
負
担
に
な

る
の
で
す
。
リ
ス
ト
化
に
よ
り
書
類
が

簡
略
化
さ
れ
れ
ば
、
手
続
き
の
負
担
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
の
分
、
利
用
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
ミ
タ
ル
さ
ん
は
、
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
あ
ら
か
じ
め
融
資
対
象
設
備
の
リ
ス

ト
が
準
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
つ
一
つ

の
融
資
申
し
込
み
に
必
要
な
審
査
が
減

り
ま
す
か
ら
、
銀
行
に
と
っ
て
も
コ
ス

ト
削
減
と
な
り
、
金
利
を
低
く
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　「
当
初
は
４
０
０
種
の
設
備
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
を
受
け
て
徐
々
に

拡
充
さ
れ
、
９
年
目
の
今
で
は
８
０
０

種
の
設
備
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

マ
ニ
シ
ュ
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
対
象
分
野
も
、
手
作
業
の
機
材
か
ら

機
械
メ
ー
カ
ー
が
使
う
精
密
加
工
設
備

ま
で
幅
広
く
、
多
く
の
産
業
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
原
資
を
提
供
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
。Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
に
対
し

急
成
長
を
遂
げ
る
イ
ン
ド
。

国
際
通
貨
基
金
（
I
M
F
）
や
世
界
銀
行
な
ど
も

「
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
見
通
し
は
世
界
の
主
要
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」
と
口
を
そ
ろ
え
、

市
場
規
模
の
面
で
は
、
2
0
2
2
年
に
は
人
口
で
世
界
一
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

近
年
は
モ
デ
ィ
首
相
の
号
令
の
下
、
新
た
な
世
界
の
工
場
を
目
指
し
て
法
制
度
を
改
革
し
、

海
外
か
ら
の
投
融
資
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
製
造
業
を
支
え
る
中
小
企
業
の
底
力
だ
。

　　
２
０
１
１
年
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た

池
井
戸
潤
の
小
説『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』は
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
工
場
・
佃
製

作
所
の
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
た
挑
戦

を
描
い
た
作
品
だ
。
物
語
の
軸
と
な
る

の
は
佃
社
長
以
下
、
技
術
者
た
ち
の
も

の
づ
く
り
に
掛
け
る
情
熱
だ
が
、
そ
の

背
景
と
し
て
描
か
れ
る
中
小
企
業
の
財

務
事
情
と
、
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
て

資
金
調
達
に
奔
走
す
る
経
理
部
長
以

下
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
若
手
社
員
た

ち
の
奮
闘
も
見
逃
せ
な
い
。
中
小
零
細

新
・
も
の
づ
く
り
大
国
へ

中
小
零
細
企
業
の
力
を
底
上
げ

イ
ン
ド
の
佃
製
作
所
を
目
指
せ

世
界
に
挑
む
企
業
家
た
ち

Ｐ・Ｋ・エンタープライズ社の工場
には、梱包材の加工に使われるさ
まざまな設備が並んでいる。設備
の更新により、生産性と省エネ性
能が向上し、成長につながった

ＳＩＤＢＩのミタル副頭取は、
まだ金融機関と取引のな
い中小零細企業に金融
サービスを届けることの重
要性を指摘した

つ
く
だ

Ｐ・Ｋ・エンタープライズ社で、海外メーカーの梱包用ボックスにラミネート加工をする工員たち。同社の箱を使った
商品の多くが海外に輸出される

チーズの加工を行うデイリークラフト社の工場で。
ＳＩＤＢＩのローンを活用し、さらに大型で安全性の
高い機材を導入するという

from

India
インド

ングラデシュは縫製業を中心に民間企業の活動が活発
で、起業意識も高く、高い成長の可能性を秘めた国です。

その一方で、洪水やヒ素汚染、地震のなど自然災害リスクを抱え
ています」と、JICA南アジア部の弓削泰彦さんは話す。「これから
労働市場に参入してくる若い世代のためには、質の高い仕事の
場が必要です。さらに、現在、経済活動を下支えしている国産天
然ガスの生産が頭打ちになりつつあり、今後はエネルギーの輸
入という新たな負担も視野に入れる必要があるため、産業の多
様化や付加価値の高い産業の育成が求められています」
　バングラデシュでも、中小零細企業の金融市場へのアクセス
は、隣国インドと同様、簡単ではない。さらには産業が大企業と零
細家内企業に二分化され、その間を埋める中小・中堅企業が育
っていない。そこでJICAは2011年に「中小企業振興金融セク
ター事業」を開始し、銀行やノンバンク金融機関などを通して、中
小零細企業向けに中長期の設備投資ローンを展開。2016年ま
での期間で、46の金融機関が計517件の融資を地元の中小零
細企業に提供した。一部の金融機関は、この機会を生かして新
たに中小零細企業向けのローンを開発しており、金融商品の多
様化や金融サービス活用の道が開けた。融資と並行して経営者
向けに能力強化研修も行い、150人以上の女性を含む約800
人が受講している。
　また、同国では2013年4月に首都ダッカの郊外で縫製工場の
雑居ビルが崩壊し、1,134人が死亡、330人が行方不明となっ
た。これを受けてJICAは、このプロジェクトの枠内で工場の安全
性を調査し、必要に応じて耐震補強や工場の建て替え、移転を
支援するパイロットプロジェクトにも着手。現在はその経験を生か
した新規プロジェクト「都市建物安全化事業」が展開されている。

中小零細企業を育てる中長期ローン

「バ

ニューデリー
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い
て
い
の
中
小
零
細
企
業
は
、
一
度
購

入
し
た
設
備
を
、
耐
用
年
数
を
超
え
て

も
使
い
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
」。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ン
ド
事
務
所
の
古
川
直
人
さ

ん
は
、
そ
う
話
す
。「
設
備
の
老
朽
化
は

生
産
性
の
低
下
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
過
剰

消
費
な
ど
に
つ
な
が
り
、
高
成
長
を
続

け
る
イ
ン
ド
産
業
の
足
か
せ
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
」

　
同
国
の
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首
相

は
、
外
国
資
本
を
誘
致
し
、
製
造
業
の

発
展
を
通
し
て
イ
ン
ド
経
済
の
さ
ら
な

る
飛
躍
を
目
指
す 〝
メ
イ
ク
・
イ
ン
・

イ
ン
デ
ィ
ア
〞
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

中
小
零
細
企
業
の
設
備
更
新
は
、
こ
う

し
た
産
業
育
成
の
側
面
か
ら
も
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
そ
ん
な
中
、
日
本
が
協

力
し
て
進
め
て
い
る
の
が
、
中
小
企
業

で
も
利
用
し
や
す
い
法
人
向
け
政
策
ロ

ー
ン
だ
。

　「
イ
ン
ド
の
中
小
零
細
企
業
の
85
％

は
金
融
機
関
と
の
取
引
が
な
く
、
従
っ

て
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
」
と
ロ
ー
ン
の
貸
付
を

行
う
政
府
系
金
融
機
関
、
イ
ン
ド
中
小

企
業
開
発
銀
行
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
）
の
マ

ノ
ジ
・
ミ
タ
ル
副
頭
取
は
語
る
。「
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
う
し
た
企
業
に

も
、
金
融
市
場
を
通
じ
た
資
金
調
達
の

門
戸
を
開
く
意
義
が
あ
る
の
で
す
」

　
と
い
っ
て
も
、
た
だ
単
に
資
金
を
貸

し
付
け
る
の
で
は
な
い
。「
中
小
零
細

企
業
・
省
エ
ネ
支
援
事
業
」
と
い
う
名

が
示
す
と
お
り
、
こ
の
ロ
ー
ン
は
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
提
供
し
た
低
金
利
の
優
遇
借

款
資
金
を
原
資
に
、
企
業
が
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
を
条
件
に

借
り
入
れ
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の

で
、
イ
ン
ド
の
国
策
と
し
て
進
む
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
呼
応
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。
人
口
増
加
と
近
代
化
が
並
行

し
て
進
む
イ
ン
ド
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
急
激
に
高
ま
っ
て
い
る
。
２
０

０
１
年
に
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
が
制
定

さ
れ
、
12
年
か
ら
は
家
庭
や
大
企
業
だ

け
で
な
く
中
小
企
業
で
も
省
エ
ネ
を
推

進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
古
川
さ
ん
は
、

「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ

が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
の
下
、
あ
ら
か
じ

め
一
定
基
準
の
省
エ
ネ
性
能
が
確
認
さ

れ
た
設
備
を
リ
ス
ト
化
し
、
そ
れ
ら
の

て
、
融
資
サ
イ
ク
ル
の
管
理
方
法
な
ど

金
融
機
関
に
必
要
な
技
術
支
援
を
行
っ

て
お
り
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
能
力
の
向

上
を
通
し
て
中
小
零
細
企
業
の
金
融
へ

の
ア
ク
セ
ス
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
企
業
向
け
に
は
省
エ
ネ
研
修

や
ガ
イ
ド
の
作
成
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

「
イ
ン
ド
の
中
小
零
細
企
業
は
、こ
の
先
、

国
の
発
展
を
支
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

雇
用
創
出
の
面
で
も
イ
ン
ド
経
済
の
中

で
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
資
金
調
達
を
後

押
し
す
る
と
と
も
に
、
省
エ
ネ
文
化
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
の
よ
り

安
定
し
た
、
持
続
可
能
な
成
長
の
た
め

の
呼
び
水
と
な
り
ま
す
」。
ミ
タ
ル
さ
ん

は
、
そ
う
強
く
訴
え
た
。

　
イ
ン
ド
工
業
の
現
状
を
知
る
た
め
、

い
く
つ
か
の
工
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。

　
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
車
で
1
時

間
ほ
ど
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
部
品

を
製
作
す
る
カ
ス
ヤ
G
P
P
オ
ー
ト
プ

ロ
ダ
ク
ツ
社
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
色
と

り
ど
り
の
花
が
植
え
ら
れ
た
中
庭
が
広

が
っ
て
い
た
。
そ
の
奥
で
は
、
新
た
な

工
場
社
屋
の
建
設
が
進
ん
で
い
る
。「
当

社
の
売
り
上
げ
は
年
30
％
の
ペ
ー
ス
で

成
長
し
て
い
ま
す
。
長
年
、
日
本
企
業

と
取
引
し
、
カ
イ
ゼ
ン
や
５
Ｓ
な
ど
、

日
本
の
業
務
慣
行
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
お
か
げ
で
す
」。
同
社
の
Ｉ
・Ｃ
・

ア
ガ
ル
ワ
ル
社
長
は
、
そ
う
い
っ
て
本

社
屋
の
入
り
口
に
あ
る
安
全
管
理
ボ
ー

ド
や
、
数
字
が
整
然
と
並
ぶ
製
造
ラ
イ

ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
見
せ
て
く
れ

た
。「
各
ラ
イ
ン
は
１
日
22
時
間
・
週
6

日
稼
動
さ
せ
て
い
て
、
生
産
量
は
ほ
ぼ

限
界
で
す
。
事
業
の
拡
大
に
は
、
生
産

能
力
そ
の
も
の
の
向
上
が
必
要
な
ん
で

す
」
と
話
す
ア
ガ
ル
ワ
ル
さ
ん
。
実
際

の
生
産
ラ
イ
ン
を
歩
く
と
、
工
員
た
ち

が
黙
々
と
、
だ
が
正
確
に
作
業
を
進
め

て
い
た
。
１
７
５
人
の
社
員
が
３
交
代

制
で
、
日
本
を
含
む
国
内
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
部
品
を
作
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
同
社
で
は
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
か
ら
の
融
資

を
き
っ
か
け
に
、
生
産
性
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
つ
か
新
型
の
機
材
を
導
入

し
て
い
る
。
全
自
動
で
部
品
の
研
磨
や

穴
開
け
を
行
う
設
備
は
、
い
ず
れ
も
こ

れ
ま
で
複
数
の
機
械
に
分
か
れ
、
何
人

も
の
工
員
の
手
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
工
程
を
、
１
台
で
正
確
に
こ

な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。「
こ
の
設

備
が
あ
れ
ば
、
生
産
効
率
を
上
げ
ら
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
高
い
精
度

を
求
め
る
企
業
か
ら
も
受
注
を
受
け
ら

れ
る
は
ず
で
す
。
省
エ
ネ
効
果
も
得
ら

れ
て
お
り
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
も
つ
な

が
り
ま
す
」
と
、
ア
ガ
ル
ワ
ル
さ
ん
は

強
気
を
見
せ
た
。

　
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
車
で
１
０
０
キ
ロ

近
く
走
り
、
青
々
と
し
た
麦
畑
を
抜
け

た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
、
洋
風
チ
ー
ズ

を
生
産
す
る
デ
イ
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
社
の

工
場
だ
。
イ
ン
ド
最
大
の
宗
教
・
ヒ
ン

ズ
ー
教
で
は
牛
を
神
聖
視
し
、
牛
肉
を

食
べ
な
い
が
、
ミ
ル
ク
か
ら
チ
ー
ズ
、

バ
タ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
ま
で
、
乳
製
品

は
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
日
本

で
は
あ
ま
り
縁
の
な
い
水
牛
も
数
多
く

飼
育
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
は
、
世
界
有

数
の
乳
製
品
生
産
国
な
の
だ
。
デ
イ
リ

ー
ク
ラ
フ
ト
社
の
ビ
ジ
ャ
イ
・
ジ
ュ
ネ

ジ
ャ
社
長
は
、
毎
朝
、
デ
リ
ー
か
ら
車

を
飛
ば
し
、
ミ
ル
ク
の
生
産
地
と
な
る

農
村
に
建
て
た
こ
の
工
場
に
通
っ
て
い

る
と
い
う
。
確
か
に
、
道
中
で
は
多
く

の
牛
の
姿
を
見
掛
け
た
。

　「
当
社
は
、
イ
ン
ド
各
地
の
有
名
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
チ
ー
ズ
を

納
入
し
て
い
ま
す
。
日
本
か
ら
も
、
水

牛
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ッ
ラ
を
輸
入
し
た
い

と
い
う
打
診
が
あ
り
ま
し
た
よ
。
消
費

期
限
が
短
い
も
の
な
の
で
、
工
夫
が
必

要
だ
と
お
答
え
し
ま
し
た
が
」
と
、
ジ

ュ
ネ
ジ
ャ
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　
同
社
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
で
導
入

す
る
新
た
な
設
備
が
あ
れ
ば
、
現
在
７

台
の
機
械
と
社
員
の
手
作
業
で
行
っ
て

い
る
加
工
が
１
台
で
全
て
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
。「
加
工
中
は
釜
の
ふ

た
が
閉
ま
る
の
で
衛
生
的
で
安
全
で
す

し
、
熱
が
逃
げ
な
い
の
で
省
エ
ネ
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
加
工
用
の
レ
シ
ピ

を
本
体
に
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
、
生
産
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
守
る
こ
と
も

で
き
ま
す
」。
厳
し
い
衛
生
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
工
場
を
案
内
し
な
が
ら
、
ジ
ュ

ネ
ジ
ャ
さ
ん
は
そ
う
説
明
し
て
く
れ

た
。

　「
当
社
の
製
品
は
最
高
の
品
質
を
追
求

し
て
い
ま
す
し
、
添
加
物
も
で
き
る
だ

け
使
い
ま
せ
ん
。
食
べ
物
は
体
に
入
っ

て
血
や
肉
に
な
る
も
の
で
し
ょ
う
？
自

分
の
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
自
信
を
持
っ

て
、
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
、
お
客
さ
ん
に
売
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
省
エ
ネ
だ
っ
て
同

じ
で
す
。
次
世
代
の
た
め
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
無
駄
遣
い
は
避
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」。
そ
う
語
る
ジ
ュ
ネ
ジ
ャ
さ

ん
は
、
情
熱
的
な
経
営
者
で
あ
る
と
同

時
に
、
心
優
し
い
父
親
の
顔
を
し
て
い

た
。

　
最
後
に
も
う
一
カ
所
、
工
場
を
訪
問

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
梱

包
剤
の
製
造
・
加
工
を
手
掛
け
る
Ｐ
・Ｋ
・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
社
だ
。「
こ
の
会
社

を
始
め
て
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
当
初

は
資
本
金
も
少
な
く
、
加
工
で
き
る
量

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

社
で
は
、
地
元
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
日

本
や
欧
米
な
ど
の
企
業
か
ら
も
梱
包
製

作
を
受
注
し
て
い
る
。
同
社
の
梱
包
を

使
っ
た
製
品
の
多
く
が
海
外
に
輸
出
さ

れ
る
た
め
、
同
社
の
製
品
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
と
み
な
さ
れ
、
原
材
料
の
輸
入

関
税
の
免
除
な
ど
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
る
と
い
う
。
輸
出
振
興
策
の
ち
ょ

っ
と
し
た
恩
恵
だ
。

　「
今
後
は
融
資
を
利
用
し
て
会
社
を
拡

大
す
る
だ
け
で
な
く
、
研
修
な
ど
で
さ

ら
に
技
術
力
を
高
め
た
い
」
と
語
る
ジ

ャ
イ
ン
さ
ん
。
次
世
代
の
も
の
づ
く
り

大
国
に
向
け
て
、
イ
ン
ド
の
壮
大
な
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
編
集
部
　
近
藤
ゆ
ふ
き
）

カスヤＧＰＰオートプロダクツ社が導入した設
備の一つ（上）と加工された部品（下）。部品
の加工と研磨までの一連のプロセスを自動
で処理することができる

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

に
も
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
徐
々
に
工

場
を
拡
大
し
、Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
融
資
な
ど

で
10
台
近
く
の
設
備
を
更
新
し
た
こ
と

で
、
１
日
１
０
０
０
枚
の
加
工
が
限
界

だ
っ
た
も
の
が
、
２
〜
３
時
間
で
１
０

０
０
枚
を
加
工
で
き
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
毎
日
７
０
０
０
か
ら

１
万
の
梱
包
を
作
成
し
て
い
ま
す
が
、

電
力
の
消
費
は
減
り
、
品
質
は
向
上
し

て
い
ま
す
」。
社
長
の
Ｐ
・Ｋ
・
ジ
ャ
イ

ン
さ
ん
は
、
そ
う
振
り
返
る
。

　
創
業
当
初
か
ら
同
社
で
働
き
、
顧
客

向
け
の
試
作
品
も
手
掛
け
る
ヘ
ラ
・
シ

ン
さ
ん
は
、「
新
し
い
機
材
の
お
か
げ
で

作
業
も
楽
に
な
り
ま
し
た
し
、
こ
の
仕

事
に
満
足
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
同

企
業
に
と
っ
て
、
資
金
繰
り
は
死
活
問

題
な
の
だ
。

　
小
説
の
中
で
は
、
佃
製
作
所
が
町
工

場
と
し
て
は
ず
ば
抜
け
て
高
水
準
の
設

備
を
整
え
て
い
た
こ
と
が
、
新
た
な
取

引
先
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
現
実
は

ど
う
か
。
新
し
い
設
備
を
導
入
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
〝
ま
と
ま
っ
た
お
金
〞

を
ぽ
ん
と
出
せ
る
中
小
零
細
企
業
は
決

し
て
多
く
な
い
。

　
今
、
新
た
な
世
界
の
工
場
を
目
指
し
、

も
の
づ
く
り
立
国
に
力
を
入
れ
て
い
る

イ
ン
ド
で
も
、
事
情
は
同
じ
だ
。「
た

〝
メ
イ
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
〞に
点
火
せ
よ

導
入
に
対
し
て
融
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
小
零
細
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
ド
政
府
の
方
針

と
も
合
致
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
委
託
を
受
け
て
技
術
支

援
を
手
掛
け
る
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー

ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
社
の
マ
ニ
シ
ュ
・

ソ
ニ
さ
ん
は
、
リ
ス
ト
の
存
在
が
手
続

き
の
簡
略
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
指

摘
す
る
。「
ど
こ
の
国
で
も
、
中
小
零

細
企
業
は
た
い
て
い
が
家
族
経
営
で
す

か
ら
、
複
雑
な
審
査
手
続
き
の
た
め
に

大
量
の
書
類
を
作
る
だ
け
で
負
担
に
な

る
の
で
す
。
リ
ス
ト
化
に
よ
り
書
類
が

簡
略
化
さ
れ
れ
ば
、
手
続
き
の
負
担
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。
そ
の
分
、
利
用
の
ハ
ー

ド
ル
が
低
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

　
ミ
タ
ル
さ
ん
は
、
こ
う
付
け
加
え
る
。

「
あ
ら
か
じ
め
融
資
対
象
設
備
の
リ
ス

ト
が
準
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
つ
一
つ

の
融
資
申
し
込
み
に
必
要
な
審
査
が
減

り
ま
す
か
ら
、
銀
行
に
と
っ
て
も
コ
ス

ト
削
減
と
な
り
、
金
利
を
低
く
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　「
当
初
は
４
０
０
種
の
設
備
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者

の
リ
ク
エ
ス
ト
な
ど
を
受
け
て
徐
々
に

拡
充
さ
れ
、
９
年
目
の
今
で
は
８
０
０

種
の
設
備
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

マ
ニ
シ
ュ
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
対
象
分
野
も
、
手
作
業
の
機
材
か
ら

機
械
メ
ー
カ
ー
が
使
う
精
密
加
工
設
備

ま
で
幅
広
く
、
多
く
の
産
業
を
カ
バ
ー

し
て
い
ま
す
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
原
資
を
提
供
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
。Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
に
対
し

急
成
長
を
遂
げ
る
イ
ン
ド
。

国
際
通
貨
基
金
（
I
M
F
）
や
世
界
銀
行
な
ど
も

「
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
見
通
し
は
世
界
の
主
要
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」
と
口
を
そ
ろ
え
、

市
場
規
模
の
面
で
は
、
2
0
2
2
年
に
は
人
口
で
世
界
一
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

近
年
は
モ
デ
ィ
首
相
の
号
令
の
下
、
新
た
な
世
界
の
工
場
を
目
指
し
て
法
制
度
を
改
革
し
、

海
外
か
ら
の
投
融
資
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
い
る
が
、

そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
、
製
造
業
を
支
え
る
中
小
企
業
の
底
力
だ
。

　　
２
０
１
１
年
に
直
木
賞
を
受
賞
し
た

池
井
戸
潤
の
小
説『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』は
、

大
手
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け
工
場
・
佃
製

作
所
の
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
た
挑
戦

を
描
い
た
作
品
だ
。
物
語
の
軸
と
な
る

の
は
佃
社
長
以
下
、
技
術
者
た
ち
の
も

の
づ
く
り
に
掛
け
る
情
熱
だ
が
、
そ
の

背
景
と
し
て
描
か
れ
る
中
小
企
業
の
財

務
事
情
と
、
倒
産
の
危
機
に
直
面
し
て

資
金
調
達
に
奔
走
す
る
経
理
部
長
以

下
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
若
手
社
員
た

ち
の
奮
闘
も
見
逃
せ
な
い
。
中
小
零
細

新
・
も
の
づ
く
り
大
国
へ

中
小
零
細
企
業
の
力
を
底
上
げ

イ
ン
ド
の
佃
製
作
所
を
目
指
せ

世
界
に
挑
む
企
業
家
た
ち

Ｐ・Ｋ・エンタープライズ社の工場
には、梱包材の加工に使われるさ
まざまな設備が並んでいる。設備
の更新により、生産性と省エネ性
能が向上し、成長につながった

ＳＩＤＢＩのミタル副頭取は、
まだ金融機関と取引のな
い中小零細企業に金融
サービスを届けることの重
要性を指摘した

つ
く
だ

Ｐ・Ｋ・エンタープライズ社で、海外メーカーの梱包用ボックスにラミネート加工をする工員たち。同社の箱を使った
商品の多くが海外に輸出される

チーズの加工を行うデイリークラフト社の工場で。
ＳＩＤＢＩのローンを活用し、さらに大型で安全性の
高い機材を導入するという

from

India
インド

ングラデシュは縫製業を中心に民間企業の活動が活発
で、起業意識も高く、高い成長の可能性を秘めた国です。

その一方で、洪水やヒ素汚染、地震のなど自然災害リスクを抱え
ています」と、JICA南アジア部の弓削泰彦さんは話す。「これから
労働市場に参入してくる若い世代のためには、質の高い仕事の
場が必要です。さらに、現在、経済活動を下支えしている国産天
然ガスの生産が頭打ちになりつつあり、今後はエネルギーの輸
入という新たな負担も視野に入れる必要があるため、産業の多
様化や付加価値の高い産業の育成が求められています」
　バングラデシュでも、中小零細企業の金融市場へのアクセス
は、隣国インドと同様、簡単ではない。さらには産業が大企業と零
細家内企業に二分化され、その間を埋める中小・中堅企業が育
っていない。そこでJICAは2011年に「中小企業振興金融セク
ター事業」を開始し、銀行やノンバンク金融機関などを通して、中
小零細企業向けに中長期の設備投資ローンを展開。2016年ま
での期間で、46の金融機関が計517件の融資を地元の中小零
細企業に提供した。一部の金融機関は、この機会を生かして新
たに中小零細企業向けのローンを開発しており、金融商品の多
様化や金融サービス活用の道が開けた。融資と並行して経営者
向けに能力強化研修も行い、150人以上の女性を含む約800
人が受講している。
　また、同国では2013年4月に首都ダッカの郊外で縫製工場の
雑居ビルが崩壊し、1,134人が死亡、330人が行方不明となっ
た。これを受けてJICAは、このプロジェクトの枠内で工場の安全
性を調査し、必要に応じて耐震補強や工場の建て替え、移転を
支援するパイロットプロジェクトにも着手。現在はその経験を生か
した新規プロジェクト「都市建物安全化事業」が展開されている。

中小零細企業を育てる中長期ローン

「バ

ニューデリー
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世
界
中
の
イ
ス
ラ
ム
金
融
情
報
を
扱

う
『Islam

ic Finance N
ew
s

』
紙
が
、

年
間
で
最
も
優
れ
た
イ
ス
ラ
ム
金
融
取

引
を
称
え
る
「D

eals of the Year 20
16

」。
こ
の
名
誉
あ
る
賞
に
輝
い
た
の

が
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
が
発
行
す
る
ス
ク

ー
ク
だ
。
ス
ク
ー
ク
は
利
子
を
取
る
こ

と
を
禁
止
し
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
法
を
遵

守
し
た
イ
ス
ラ
ム
金
融
商
品
で
、
こ
れ

ま
で
日
本
は
発
行
の
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
協
力
し
て
き
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
で
は
、
人
口
の
約
１
割
に

あ
た
る
60
万
人
以
上
の
シ
リ
ア
難
民
の

流
入
や
、
長
期
化
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
の
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
、
国
の
財
政

が
逼
迫
し
て
い
る
。
ま
た
、
石
油
や
天

然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
を
持
た
ず
、
降
水

ク
ー
ク
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
運
用
先

が
必
要
な
銀
行
か
ら
資
金
を
調
達
し
よ

う
と
考
え
た
。

　
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
か
ら
支
援
の
要
請
を

受
け
た
日
本
は
、
２
０
１
４
年
と
15
年

に
、同
国
政
府
の
財
政
運
営
の
強
化
や
、

電
力
・
水
と
い
っ
た
公
的
サ
ー
ビ
ス
分

野
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
円
借
款
事

業
を
行
っ
た
。
こ
の
事
業
で
は
、
ス
ク
ー

ク
法
案
の
閣
議
決
定
や
、
ス
ク
ー
ク
発

行
を
含
む
予
算
書
の
国
会
提
出
な
ど
を

政
策
達
成
目
標
に
定
め
た
。
さ
ら
に
、

イ
ス
ラ
ム
金
融
商
品
の
開
発
な
ど
を
行

う
「
イ
ス
ラ
ム
民
間
開
発
公
社
（
Ｉ
Ｃ

Ｄ
）」
と
連
携
を
図
り
、
同
国
政
府
に

対
し
て
ス
ク
ー
ク
発
行
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
金
融
に
深
い
知

見
を
持
ち
、
支
援
の
実
績
も
豊
富
な
Ｉ

Ｃ
Ｄ
と
手
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

地
の
宗
教
関
係
者
な
ど
イ
ス
ラ
ム
法
に

厳
格
な
立
場
の
人
に
も
、
ス
ク
ー
ク
に

対
す
る
理
解
を
少
し
ず
つ
深
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
昨

年
10
月
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
は
普
段
発
行

す
る
国
債
よ
り
も
安
い
調
達
コ
ス
ト

で
、
初
の
ス
ク
ー
ク
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
の
２
カ
月
後
、
日
本
は

金
融
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
た
新
し
い
円
借
款
契
約
を
ヨ

ル
ダ
ン
政
府
と
締
結
。
同
国
の
自
立
的

な
経
済
発
展
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い

く
方
針
だ
。

　
一
方
、
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
や
国

際
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
資

金
調
達
手
段
と
し
て
日
本
国
内
で
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、
J
I
C
A
債

だ
。
J
I
C
A
債
は
２
０
０
８
年
か
ら

発
行
さ
れ
、
調
達
資
金
は
全
額
、
政
府

開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
円
借
款
と
海

外
投
融
資
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
昨
年
６
月
、
欧
州
を
中
心
に
約
４
５

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

０
の
金
融
機
関
が
加
盟
す
る
国
際
資
本

市
場
協
会
（
I
C
M
A
）
は
、
社
会
課

題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
資
金
を
調
達

す
る
た
め
の
債
券
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン

ド
（
社
会
貢
献
債
）」
の
定
義
と
要
件

を
公
表
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
債
は
日
本
市
場
で
初
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ボ
ン
ド
と
し
て
９
月
に
発
行
が
開
始

さ
れ
、
投
資
家
か
ら
改
め
て
関
心
を
集

め
た
の
だ
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
に
国

連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
）
を
達
成
す
る
た
め
に

日
本
政
府
が
策
定
し
た
具
体
的
施
策
の

中
で
も
、「
J
I
C
A
債
の
発
行
を
通

じ
て
国
内
の
民
間
資
金
を
成
長
市
場
で

あ
る
開
発
途
上
国
の
た
め
に
動
員
す

る
」
と
い
う
項
目
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
J
I
C
A
債
を
購
入
す
る
投
資
家

は
、
保
険
会
社
や
信
用
金
庫
、
自
治
体

な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の
う
ち
、
損
害
保

険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社
は
、

昨
年
初
め
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
と

し
て
の
J
I
C
A
債
へ
の
投
資
を
決

め
た
。「
J
I
C
A
は
誰
も
が
知
っ
て

い
る
援
助
機
関
で
あ
り
、
そ
の
信
用
力

が
投
資
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
す
」

と
同
社
・
投
融
資
部
の
砺
波
政
明
担
当

量
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
電
力
・
水
分

野
の
歳
出
が
膨
ら
み
財
政
赤
字
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
赤
字
の
解
消

や
削
減
に
向
け
て
、
資
金
調
達
コ
ス
ト

の
低
減
や
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化

が
す
ぐ
に
で
も
必
要
な
状
況
に
あ
る
。

　
一
方
、
国
内
の
イ
ス
ラ
ム
銀
行
は
資

金
の
運
用
先
が
見
つ
か
ら
ず
に
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
資
金
が
必
要
な

政
府
は
、
新
た
な
金
融
商
品
と
な
る
ス

開
発
途
上
国
の
支
援
に

日
本
初
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド

政
府
と
銀
行
を
つ
な
ぎ

財
政
再
建
へ
の
一
助
に

部
長
は
話
す
。

　
C
S
R
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
る
同
社
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
農
業

経
営
リ
ス
ク
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

「
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
」
を
タ
イ

で
提
供
。
現
在
は
J
I
C
A
と
協
力
し

な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
同
様
の
保
険

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
会
社
で
あ
る
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会

社
は
、
日
本
の
「
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
」
の

先
駆
け
と
し
て
、
環
境
対
策
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
に
投
資
す
る
投

資
信
託
を
提
供
し
て
い
る
他
、
E
S
G

（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
面
の

評
価
が
高
い
企
業
に
投
資
す
る
投
資
信

託
も
提
供
し
て
い
る
。

　「
事
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る

と
い
う
私
た
ち
グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念

に
、
J
I
C
A
債
は
ま
さ
に
合
致
し
て

い
ま
す
。
世
界
に
比
べ
て
日
本
は
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
同
時
に
ま
だ
ま

だ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
く
余
地

は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
砺
波
さ

ん
は
今
後
の
E
S
G
投
資
の
広
が
り
へ

の
期
待
を
示
す
。

　
市
場
の
育
成
・
活
性
化
に
貢
献
し
た

債
券
発
行
体
な
ど
を
称
え
る
賞
「DEA

L
W
AT
CH
 AW
A
RDS  2016

」（
ト
ム
ソ

ン
・
ロ
イ
タ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
株
式
会
社

主
催
）の
社
債
部
門
で
、「Bond Issuer 

of the Year

」に
輝
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
債
。

今
後
ま
す
ま
す
金
融
市
場
で
存
在
感
を

発
揮
し
そ
う
だ
。

ヨルダン政府のスクーク発行に向けた
実務能力強化を目指して、既にイスラム
金融が発展しているマレーシアで研修
を行った

金
融
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
が
、
市
場
に
余
っ
て
い
る
資
金
を
集
め
、

必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
資
金
を
流
す
こ
と
。

財
政
赤
字
に
悩
む
ヨ
ル
ダ
ン
と
、
民
間
資
金
の
動
員
を
模
索
す
る
J
I
C
A
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
資
金
調
達
手
段
を
通
じ
て
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。損害保険ジャパン日本興亜株式会社が

開催したSDGsの社内研修会

「天候インデックス保険」の開発にあたって、損害保険ジャパン日本興亜株式会社の担当者が
ミャンマーでヒアリング調査を行った

ひ
っ
ぱ
く

と   

な
み

from

Jordan
ヨルダン

必
要
な
お
金
を
、必
要
な
人
に

ドバイのホテルで行われた「Deals of the Year 
2016」の表彰式。ヨルダン政府やICDの担当
者と共に、JICA職員も出席した

アンマン
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な
農
法
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
、
水
資

源
は
あ
っ
て
も
灌
漑
面
積
は
限
定
的

だ
。
雨
に
頼
る
天
水
栽
培
の
た
め
、
農

家
は
雨
が
少
な
か
っ
た
り
、
降
る
時
期

が
偏
っ
た
り
す
る
な
ど
の
気
象
条
件
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

  

J
I
C
A
は
こ
の
地
域
で
２
０
１
２

年
か
ら
約
３
年
間
、
干
ば
つ
な
ど
の
リ

ス
ク
に
対
す
る
農
村
地
域
の
対
応
能
力

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
の
際
、

営
農
技
術
の
支
援
や
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
な
ど
、
従
来
の
手
法
に
加
え
て
導

入
し
た
の
が
、
近
年
、
注
目
を
集
め
て

い
る
〝
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
〞
だ
。

　
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
と
は
、
天

候
が
収
穫
に
与
え
る
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
た
め
の
保
険
の
こ
と
。
オ
ロ
ミ
ア
州

で
導
入
し
た
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険

の
仕
組
み
は
、
契
約
期
間
内
の
合
計
雨

量
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
基
準
値
を

下
回
っ
た
場
合
、
保
険
を
購
入
し
た
農

家
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
も

の
だ
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
保
険
金
の

支
払
基
準
と
な
る
雨
量
値
を
２
段
階
に

分
け
て
設
定
し
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、

作
物
の
生
育
に
影
響
が
出
始
め
る
雨
量

で
、
実
際
の
雨
量
が
基
準
値
を
ど
の
く

ら
い
下
回
っ
た
か
に
よ
っ
て
保
険
金
の

支
払
額
が
決
ま
り
ま
す
。
二
つ
目
は
、

深
刻
な
干
ば
つ
状
態
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
る
雨
量
で
す
。
実
際
の
雨
量
が
こ
の

値
を
下
回
る
と
保
険
金
額
の
満
額
が
支

払
わ
れ
ま
す
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、

現
地
で
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
の
導

入
を
支
え
た
株
式
会
社
三
祐
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
の
平
山
康
太
さ
ん
だ
。

　
農
家
の
抱
え
る
リ
ス
ク
に
対
応
す
る

金
融
商
品
に
は
、
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

保
険
の
他
に
も
作
物
保
険
な
ど
が
あ

る
。
平
山
さ
ん
は
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

保
険
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、「
従
来
の
作
物
保
険
で
は
、
作
物

の
被
害
を
算
定
す
る
た
め
、
費
用
や
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
天
候
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
は
雨
量
を
基
に
被
害

推
定
を
行
う
た
め
、
手
間
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
実
際
の
農
地
で
の
被
害
査
定
結

果
を
基
準
と
し
な
い
の
で
、
で
き
る
だ

け
安
価
な
保
険
を
多
く
の
小
規
模
農
家

に
も
提
供
で
き
る
の
が
特
長
で
す
」
と

説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
保
険
会
社
に
と

っ
て
は
顧
客
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

で
き
、
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
農
業

リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
、
一
石
二
鳥

の
仕
組
み
な
の
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
元
の
オ
ロ

ミ
ア
保
険
会
社
が
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

保
険
の
販
売
元
と
な
っ
た
が
、
保
険
会

社
自
身
は
農
村
地
域
で
の
商
品
販
売
チ

ャ
ネ
ル
を
持
っ
て
い
な
い
。そ
の
た
め
、

複
数
の
農
民
で
構
成
さ
れ
る
農
業
協
同

組
合
や
、
も
と
も
と
地
元
の
行
政
機
関

か
ら
各
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
農
業
普

及
員
と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
っ
た
。

　
農
業
普
及
員
の
役
割
は
、
農
家
に
対

す
る
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
の
教
育

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
同
保
険
を
普
及

す
る
こ
と
。
そ
の
後
、
農
業
協
同
組
合

が
保
険
会
社
と
農
家
の
仲
介
窓
口
と
な

っ
て
、保
険
の
販
売
や
保
険
料
の
徴
収
、

保
険
金
の
支
払
い
な
ど
を
担
っ
た
。

　
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
、
関
係
者
へ
の
研
修
も
行

っ
た
。
参
加
し
た
農
業
協
同
組
合
や
農

業
普
及
員
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合

に
い
く
ら
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
の

か
を
演
習
を
通
し
て
学
び
、
保
険
の
仕

組
み
へ
の
理
解
を
深
め
た
。あ
わ
せ
て
、

オ
ロ
ミ
ア
保
険
会
社
を
含
む
９
社
の
保

険
会
社
向
け
の
研
修
も
実
施
し
、
天
候

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
を
扱
う
保
険
会
社

の
拡
大
に
も
努
め
た
。

　「
週
に
１
度
、
オ
ロ
ミ
ア
州
全
体
に

放
送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
番
組
で
天
候
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
保
険
に
つ
い
て
紹
介
し
た

り
、
郡
ご
と
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ

た
り
す
る
な
ど
、
加
入
者
を
増
や
す
た

め
の
取
り
組
み
も
続
け
ま
し
た
」
と
平

山
さ
ん
。
こ
う
し
た
普
及
活
動
の
か
い

あ
っ
て
、
活
動
１
年
目
の
２
０
１
３
年

に
１
２
８
６
だ
っ
た
加
入
農
家
数
は
、

２
年
後
に
は
２
８
４
５
に
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
期
間
の
累
計
加
入
農
家
数
は
９
７

５
４
に
上
っ
た
。
経
済
状
況
の
厳
し
い

小
規
模
農
家
で
も
保
険
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
、
最
低
保
険
料
を
日
本
円
で

５
０
０
円
相
当
に
設
定
し
た
こ
と
が
加

入
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
平
山
さ

ん
は
見
て
い
る
。

　
加
入
者
の
中
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
を

話
し
て
平
山
さ
ん
を
驚
か
せ
た
人
も
い

る
と
い
う
。「
も
し
、
自
分
の
村
で
保

険
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
私
た
ち
が
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

天
候
の
影
響
が
よ
り
深
刻
な
別
の
村
の

保
険
金
の
支
払
い
に
使
わ
れ
る
。
保
険

は
助
け
合
い
の
仕
組
み
の
よ
う
な
も

の
。
加
入
す
る
こ
と
で
、
助
け
合
い
の

メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
な
り
た
い
」

　
日
本
で
は
保
険
は
身
近
な
も
の
だ

が
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
リ
ス
ク
回
避

の
手
段
で
あ
り
、
助
け
合
い
の
仕
組
み

だ
と
考
え
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
平
山
さ
ん
は
、「
助
け
合

い
の
仕
組
み
に
参
加
し
た
い
と
い
う
思

い
が
保
険
を
購
入
す
る
動
機
に
も
な
る

の
だ
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
で
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
ア
フ
リ
カ
北
東
部
は
、
干
ば
つ
が
発

生
し
や
す
い
乾
燥
地
域
だ
。
２
０
１
０

年
に
も
大
規
模
な
干
ば
つ
が
あ
り
、
１

０
０
０
万
人
以
上
と
も
い
わ
れ
る
人
々

が
食
糧
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
最
大
の
州
・
オ
ロ
ミ
ア
州
は
穀
物

の
生
産
が
盛
ん
だ
が
、
農
家
は
伝
統
的

保
険
は
助
け
合
い
の
仕
組
み

困
っ
て
い
る
人
に
こ
の
お
金
を

ア
フ
リ
カ
北
東
部
の
水
不
足

金
融
支
援
が
農
家
を
救
う

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
天
候
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
保
険
に
加
入
し
た
農
家
は
加
入

し
て
い
な
い
農
家
に
比
べ
て
、
農
作
業

の
回
数
や
そ
れ
に
費
や
す
労
働
力
を
増

や
す
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、

干
ば
つ
な
ど
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
能
力

を
一
層
高
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
お
金
を
集
め
て
、
必
要
な
人
に
融
通

す
る
―
―
。
一
見
、
顔
の
見
え
な
い
金

融
支
援
も
、
や
は
り
助
け
合
い
の
心
が

つ
な
ぐ
も
の
な
の
だ
と
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
農
民
が
教
え
て
く
れ
た
。

大勢の農家が天候インデックス保険の説明を聞きに集まっ
た。エチオピアの集落では、もともと一定のメンバーから集め
たお金をその親族の葬儀費用に充てる慣習がある。日常的
な資金面の助け合いが、保険導入の素地となった

農業普及員による、天候インデックス
保険の普及活動。プロジェクトの対
象地を決める際には、気象観測所の
有無や気象データを入手できることな
ども考慮された

購入した天候インデックス保険の保険
証書を手にする農家。この地域では農
作業に家畜を利用する農家がほとんど
だ。保険があれば、収穫が少ない時期に
大事な家畜を売る必要もなくなる

悪
天
候
が
収
穫
に
与
え
る
影
響
は
、
農
家
の
悩
み
の
種
だ
。

干
ば
つ
が
頻
発
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
農
家
の
抱
え
る
天
候
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
金
融
商
品
と
し
て
、

〝
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
〞
が
導
入
さ
れ
、
特
に
小
規
模
農
家
の
生
計
向
上
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

農業普及員への研修を行う平山さん
（中央奥）。「民間会社である保険会
社の協力が不可欠なため、現地保険
会社の意向や強みを生かせる体制に
なるように心掛けました」と平山さんは
振り返る

か
ん 

が
い

from

Ethiopia
エチオピア

オロミア州

集
め
た
お
金
で
助
け
合
う

新
し
い
農
業
支
援
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トナム通貨「ベトナム・ドン」を製造する、
SBVの紙幣印刷工場。ここで昨年８月、日

本人専門家と現地の工場職員が、刷り上がったば
かりの色鮮やかなドン紙幣を真剣な眼差しで見つ
めていた。工場職員が、自らの手で原料を混ぜ合
わせたインキを使って実験印刷した、初めての紙幣
だ。
　紙幣の印刷には、通常、偽造防止のため特殊で
高度な技術を用いたインキ、用紙、印刷方法が用
いられる。特にインキは、ATMなどの機械処理に
おいても重要な役割を果たす。
　この工場ではこれまで、紙幣印刷用インキの調
達を外部に依存していたが、コスト削減や技術開
発力の強化を図るため、インキも自分たちで開
発・製造したいと考えた。そこで日本は2014年、
工場内でのインキ製造に向けたマスタープランの
作成と、工場職員への技術指導を行う「通貨発券
機能強化プロジェクト」を開始した。指導にあたる
のは、日本の円紙幣を製造している独立行政法人
国立印刷局から派遣されている専門家だ。

最高額券の50万ベトナム・ドン紙幣（2,500円
相当）。ドン紙幣は11種類あり、1万ドン以上の
６種類はプラスチック製で透明部分がある

ベ
ト
ナ
ム
の
中
央
銀
行
と
し
て
、
紙
幣
の
発
行
や
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
運
営
を
担
う
ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀
行
（
S
B
V
）
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
同
国
の
経
済
環
境
が
激
変
す
る
中
、
S
B
V
は
近
年
、
日
本
の
技
術
や
経
験
を
学
び
な
が
ら
、

よ
り
高
度
な
金
融
政
策
を
運
営
す
る
た
め
の
能
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特集 金融支援
生活を支え、産業を開く

変
わ
る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
銀
行

　同局は、インキ製造
だけでなく、原図・原
版作製や用紙製造、
印刷・仕上げまでを一貫して行っている。プロジェ
クトのチーフアドバイザーを務める岩崎浩さんは、
自らの豊富な経験から、紙幣印刷用インキに求め
られる性質として「特殊な材料を配合した上で、印
刷機上では乾きにくいが、印刷後は速やかに乾燥
し、積み重ねても汚れが発生しない。また、光や
熱、洗剤や薬品、汗や摩擦などへの耐久性があ
り、長期間劣化しない」ことなどを挙げた。
　SBVも、将来的にはこれらさまざまな要件を満
たすインキを自ら研究・開発・製造しようとしてい
る。高い志を胸に日々指導を受ける工場職員を見
つめながら、岩崎さんは、「私も彼らの熱意に負け
じと取り組んでいます」と語る。
　プロジェクトは今年11月に終了する予定だ。マス
タープラン案はすでに作成済み。今後は、専門家に
よる技術指導や紙幣の印刷実験を継続して行い、
工場職員の技術のさらなる向上を目指す。

ベ ベトナムは1986年以降、市場開放を推し進
めることで、高い経済成長を実現してき

た。その一方で、過剰投資などによって急激なイン
フレがたびたび発生し、経済活動を阻害する要因
の一つとなってきた。このため、同国政府は近年、
経済の安定化を重視する方向へと政策を転換して
おり、その中で為替政策や金融政策の改革も進め
ている。検討中の「インフレ目標政策」も、そうし
た流れを受けたものだ。
　インフレ目標政策とは、ある一定の物価上昇率
を物価目標として定め、目標の達成に向けたさま
ざまな金融調節手段を実施していくもの。信頼性
の高いインフレ目標を設定するためには、正確な
経済分析・予測に基づいた政策判断が必要にな
る。だが、SBVではそうした高度な金融政策を運
営するための能力や体制が十分に整っていない。
　日本は、2012年から人材育成などを通じたSBV
の政策・業務運営能力の強化を支援してきた。こ
れまで、幹部職員を対象とした研修の実施や、体
制の見直しに関する提言を行っている。

　さらには、金融政策の立案に欠かせない、経済
分析・予測能力の向上を目指した取り組みにも力
を入れてきた。具体的には、日本人専門家が技術
指導を行いながら、マクロ経済分析のツールとして
近年利用が進んでいる「動学的確率的一般均衡
（DSGE）モデル」を導入し、物価や景気の動向を
予測したり、最適な金融政策をシミュレーションし
たりできる能力の向上を図った。
　今年３月からは、こうした経済分析・予測能力の
向上により焦点を当てた「金融政策・経済分析予
測能力向上プロジェクト」が始まっている。同プロ
ジェクトでは、これまでの取り組みに加え、SBVの
政策運営意図を市場参加者や市民に分かりやすく
伝えるためのコミュニケーション能力の強化など
についても支援する予定だ。
　さらに、日本銀行が金融政策を運営するため企
業を対象に実施している統計調査「全国企業短期
経済観測調査」（短観）を参考に、企業のビジネ
ス・マインドやインフレ期待に関する調査能力の
向上にも取り組んでいく。

ベトナム・ハノイでは今年３月、日本人専門家とSBV職員との間でインフレ目標政策について協議が行われた インキの調色実験。日本人短期専門家（白衣の男性）の指導の下、工場職員たちは調合したインキの
色相を熱心に確認している

経済の実態を正しく分析・予測する “色”から作るドン紙幣

金融政策・経済分析予測能力向上プロジェクト 通貨発券機能強化プロジェクト



　
東
京
都
の
日
本
橋
兜
町
は
、
明
治
時
代
初
頭

に
日
本
初
の
商
業
銀
行
や
東
京
証
券
取
引
所
の

前
身
が
開
設
さ
れ
、
現
在
も
多
く
の
銀
行
や
証

券
会
社
の
本
店
が
軒
を
連
ね
る
金
融
の
中
心
地

だ
。
証
券
取
引
所
と
は
、
企
業
が
活
動
資
金
を

集
め
る
た
め
に
発
行
す
る
株
式
な
ど
の
証
券
の

円
滑
な
取
引
を
支
え
る
市
場
の
こ
と
。
証
券
取

引
所
で
株
式
が
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
「
上
場
」
と
呼
び
、
そ
の
株
式
を
発
行
し
て

い
る
会
社
を
「
上
場
会
社
」
と
言
う
。
ど
の
株

を
何
株
売
り
た
い
、
あ
る
い
は
買
い
た
い
と
い

う
投
資
家
か
ら
の
注
文
は
、
証
券
会
社
を
経
由

し
て
証
券
取
引
所
に
集
ま
っ
て
く
る
。
証
券
取

引
所
で
取
引
が
成
立
す
る
と
、
今
度
は
そ
の
情

報
が
証
券
取
引
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
通
じ

て
、
証
券
会
社
に
報
告
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

　
東
京
証
券
取
引
所
は
１
８
７
８
年
に
前
身
の

東
京
株
式
取
引
所
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
１
４

０
年
近
く
上
場
企
業
の
株
式
の
円
滑
で
公
正
な

取
引
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
業
務
は
公
共
性
が

高
い
が
、
東
京
証
券
取
引
所
自
身
も
上
場
企
業

や
投
資
家
な
ど
か
ら
の
手
数
料
収
入
で
成
り
立

つ
民
間
企
業
、
れ
っ
き
と
し
た
株
式
会
社
だ
。

　
同
社
は
１
９
９
５
年
か
ら
J
I
C
A
と
の
連

携
の
下
、
開
発
途
上
国
の
証
券
取
引
所
の
発
展

の
た
め
に
、
毎
年
、
研
修
員
を
受
け
入
れ
て
き

た
。
昨
年
11
月
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
と
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
、
証
券
取
引
所
や
そ
の
監
督
官
庁
な
ど
株

式
取
引
の
関
係
機
関
で
働
く
職
員
計
９
人
が

研
修
員
と
し
て
来
日
。
講
義
や
視
察
な
ど
、
約

10
日
間
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

　「
20
年
ほ
ど
前
に
研
修
が
始
ま
っ
た
当
初
は
、

を
見
直
し
た
り
、
金
融
商
品
取
引
法
違
反
や
株

式
の
誤
発
注
な
ど
の
事
件
を
機
に
、
公
正
性
・

正
確
性
の
改
善
を
進
め
た
り
し
な
が
ら
、
日
本

の
証
券
取
引
所
は
時
代
と
共
に
発
展
し
て
き
た

の
で
す
」。
失
敗
を
含
め
て
経
験
を
共
有
で
き

る
こ
と
が
こ
の
研
修
の
強
み
だ
と
、
誉
田
さ
ん

は
強
調
す
る
。

　
近
年
の
研
修
で
は
、
公
正
な
取
引
を
支
え
る

た
め
の
売
買
審
査
制
度
や
、
企
業
を
統
制
・
監

視
す
る
仕
組
み
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
が
人
気
を
集
め

て
い
る
。
そ
れ
と
並
ん
で
特
に
好
評
な
の
が
、

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ブ
ル
サ
」
を
使
っ
た
金
融
経

済
教
育
の
講
義
だ
。
ブ
ル
サ
は
、
東
京
証
券
取

引
所
が
開
発
し
た
中
高
生
向
け
の
投
資
教
育

用
ゲ
ー
ム
で
、遊
び
を
通
し
て
投
資
を
体
験
し
、

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
教
材
だ
。
プ
レ

ー
ヤ
ー
は
、
円
高
・
円
安
と
い
っ
た
為
替
変
動

や
金
利
の
動
向
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
そ

れ
が
株
価
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

考
え
な
が
ら
売
買
に
参
加
す
る
。
ブ
ル
サ
を
通

し
て
株
式
の
取
引
を
体
感
し
た
研
修
員
は
、
若

い
世
代
に
証
券
金
融
経
済
教
育
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
、
将
来
、
株
式
市
場
に
参
入
す
る
投

資
家
を
増
や
し
、
活
発
な
取
引
を
実
現
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
だ
と
学
ん
だ
。

　
毎
年
、
研
修
期
間
中
は
自
身
の
担
当
講
義
だ

け
で
な
く
、
全
行
程
に
同
行
し
て
い
る
誉
田
さ

ん
は
、
東
京
証
券
取
引
所
や
研
修
自
体
も
発
展

し
続
け
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と
話

す
。「
こ
れ
以
上
教
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
は

と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
研
修
員
た
ち
は

例
年
、
多
く
の
こ
と
が
学
べ
た
と
研
修
を
高
く

評
価
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
年
々
、
一
方
的
な

講
義
の
時
間
が
減
っ
て
、
そ
の
分
、
質
疑
応
答

が
増
え
て
い
る
ん
で
す
。
講
師
に
と
っ
て
も〝
学

び
合
い
〞
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
昨
年
度
の
研
修
員
た
ち
も
、
自
国
に
は
な
い

株
式
の
取
引
制
度
を
知
っ
て
感
銘
を
受
け
、
母

国
で
同
様
の
制
度
を
広
め
た
い
と
発
表
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
知
見
を
得
た
。「
今

後
は
、
研
修
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
が
過
去
の
研
修
員
の
国
を
訪
れ
て
、
そ
の

後
の
成
果
や
課
題
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
と

こ
ろ
ま
で
、
協
力
の
幅
を
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
修
員
た
ち
に
と
っ

て
、
日
本
で
学
ぶ
こ
と
が
〝
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
〞
で
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
講
師
に
と
っ

て
も
現
地
の
様
子
を
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
誉
田

さ
ん
は
協
力
の
展
開
に
意
欲
を
見
せ
る
。

　
世
界
屈
指
の
金
融
都
市
・
東
京
で
も
、
か
つ

て
、
株
価
を
黒
板
に
チ
ョ
ー
ク
で
書
き
込
ん
で

取
引
を
行
っ
て
い
た
時
代
が
あ
る
。
そ
の
歴
史

を
胸
に
、
東
京
証
券
取
引
所
は
途
上
国
の
株
式

市
場
と
共
に
発
展
を
続
け
て
い
く
。

世
界
屈
指
の
証
券
取
引
所
が

研
修
を
担
う

「世界の都市総合力ランキング」
（森記念財団による調査）第３位。
日本全国の大企業（資本金10億
円以上）の約46％にあたる2,700
社以上が東京都に集積している。
歴史的には、明治政府が殖産興業
策の一環として株式会社制度の導
入を図る一方、封建社会から近代
社会に移行するための整理として、
公債などを発行。これらの売買が活
発になったことが取引機関の設立
へとつながった。

東京都

投資教育用ゲームのブルサを体験する
研修員たち。東京証券取引所には無料
の見学コースがあり、証券史料ホールや
株式投資体験コーナーが設けられてい
る。社会科見学で訪れる学校も多く、証
券金融経済教育に活用されている

開発途上国でも整備が進んでいる証券取引所。
その設立自体が目的だったころとは異なり、

近年では取引の活性化や公正性の向上など新たな課題が生じている。
日本経済の潤滑油となっている株式会社東京証券取引所は、

研修員を受け入れてその知見を共有している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

53

証
券
取
引
所
と
は
何
か
、
株
式
市
場
を
運
営
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
法
律
が
必
要
か
な

ど
、
証
券
取
引
所
の
設
立
に
主
眼
を
置
い
た
講

義
が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
途
上
国
で
既
に

証
券
取
引
所
の
整
備
が
進
ん
だ
今
は
、
市
場
の

流
動
性
の
向
上
や
売
買
の
透
明
性
・
公
正
性
を

高
め
る
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
」。
２
０
１
３
年
以
来
、

研
修
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
サ
ポ
ー
ト
部
の
誉
田
由
美
さ
ん

は
そ
う
説
明
す
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
２
０
０
７
年
に
ホ
ー
チ
ミ
ン

で
、
そ
の
２
年
後
に
ハ
ノ
イ
で
証
券
取
引
所
が

設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
社
以
上

の
株
式
が
上
場
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
二
つ
の

証
券
取
引
所
を
経
営
統
合
す
る
計
画
が
あ
る

と
い
う
。「
日
本
で
も
、
２
０
１
３
年
に
東
京

と
大
阪
の
証
券
取
引
所
が
経
営
統
合
し
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
研
修
員
た
ち
は
、
私
た
ち
の

そ
う
し
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熱
心
に
学
ぼ
う

と
し
て
い
ま
し
た
」
と
誉
田
さ
ん
。

　
一
方
、
１
９
９
１
年
に
開
設
さ
れ
た
モ
ン
ゴ

ル
の
証
券
取
引
所
は
、
現
在
、
約
２
２
０
の
上

場
企
業
を
抱
え
て
い
る
。
同
国
で
は
株
式
の
上

場
や
そ
の
廃
止
に
あ
た
っ
て
、
証
券
取
引
所
と

そ
れ
を
監
督
す
る
省
庁
が
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ

う
な
審
査
を
行
っ
て
い
る
と
い
い
、
研
修
員
た

ち
は
審
査
の
効
率
化
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

「
日
本
で
も
以
前
は
、
証
券
取
引
所
の
審
査
の

後
、
当
時
の
大
蔵
省
の
最
終
承
認
が
不
可
欠
な

仕
組
み
で
し
た
。
こ
う
し
た
非
効
率
的
な
制
度

東京証券取引所のティッカー。ベトナムでは上場企業が
増えるにしたがって、企業の規模の差が広がっている。日
本の株式市場は企業の規模などに応じて４つのマーケット
に分類する仕組みを取っており、そうした知見が伝えられた

研修修了を記念して。誉田さん（前列左）がコーディ
ネーターとして全行程に同行したことで、異なる講義
間の説明の重複を減らし、その分、質疑応答に時間
を充てるなど、細かいフォローの行き届いた研修が実
現している

世界の金融セン ターの歩みを伝える

東
京
の
教
訓
を

世
界
の
金
融
市
場
に
共
有

東 京 都

か
ぶ
と
ち
ょ
う

大阪取引所を視察した研修員たち。
大阪では造幣局も訪れた

東京都
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マ
ヤ
系
の
先
住
民
が
人
口
の
過
半
数
を
占

め
る
グ
ア
テ
マ
ラ
。
１
９
６
０
年
か
ら
96
年

ま
で
内
戦
が
続
き
、
多
く
の
人
が
殺
さ
れ
た

り
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
故

郷
か
ら
他
の
地
域
へ
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
り
す
る
な
ど
、
国
内
の
情
勢
は
過
酷
を

極
め
た
。
中
で
も
、
特
に
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
た
の
が
先
住
民
女
性
た
ち
だ
。
教
育
を

受
け
る
機
会
が
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
ス
ペ
イ

ン
語
さ
え
話
せ
な
い
こ
と
も
多
い
彼
女
た
ち

自
身
に
は
、
収
入
の
手
段
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
ま
し
て
や
、
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り

る
な
ど
、
ま
ず
不
可
能
だ
。

　
夫
を
失
い
、
子
ど
も
と
共
に
路
頭
に
迷
っ

た
女
性
た
ち
は
、
生
き
延
び
る
た
め
に
努
力

を
重
ね
た
。
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
貧
困
に
苦

し
む
先
住
民
だ
と
い
う
ポ
ア
キ
ル
で
は
、
30

年
ほ
ど
前
に
夫
を
失
っ
た
地
元
の
女
性
た
ち

が
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
協
同
組
合
を
作
り
、
今
で

も
互
い
を
支
え
あ
っ
て
い
る
。

　
同
組
合
は
、「
世
界
の
人
び
と
の
た
め
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
（
以
下
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
）」
か

ら
資
金
の
提
供
を
受
け
て
、
地
域
の
貧
困
女

性
た
ち
に
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
無
担
保
で
小
額
の
融
資
を
行
っ
て
い
る
。

仲
立
ち
を
し
た
日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と

し
て
中
南
米
で
活
動
し
た
人
々
が
立
ち
上
げ

た
組
織
だ
。
こ
れ
ま
で
に
、
特
に
社
会
情
勢

が
厳
し
か
っ
た
グ
ア
テ
マ
ラ
農
村
部
で
子
ど

も
や
女
性
を
支
援
す
る
活
動
の
他
、
ニ
カ
ラ

グ
ア
で
も
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
は
、
市
民
や
団
体
、
企
業

か
ら
の
寄
付
を
通
じ
て
、
そ
の
善
意
を
飢
餓

や
貧
困
な
ど
の
解
決
に
活
用
す
る
も
の
。「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
か
ら
の
助
成
金
額
は
比
較
的
小

規
模
で
し
た
が
、
す
で
に
グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
協

同
組
合
が
手
掛
け
て
い
た
女
性
た
ち
へ
の
融

資
を
支
え
る
に
は
十
分
な
額
で
し
た
。
借
り

入
れ
を
元
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
始
め
た
女

性
た
ち
に
収
入
が
生
ま
れ
、
家
族
と
共
に
よ

り
良
い
食
事
を
し
た
り
、
子
ど
も
を
学
校
に

通
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
た
ち
の
気
持
ち

に
も
変
化
が
生
ま
れ
、
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
家
計
の
管
理
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
し
て
く

れ
た
の
は
、
日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
委
員
の
新
川
志
保
子
さ
ん

だ
。「
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
を
始
め
て

５
年
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
支
払
い
が

数
日
遅
延
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
返
済
率

は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
で
は
、

女
性
た
ち
に
担
保
の
有
無
と
返
済
の
意
志
を

確
認
し
た
上
で
、
融
資
を
受
け
た
ら
何
を
し

た
い
の
か
、
そ
れ
が
収
入
に
つ
な
が
る
か
を

尋
ね
て
い
る
。
た
だ
お
金
を
手
渡
す
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
目
的
だ
か
ら
だ
。
貸
付
期
間
は

１
年
だ
が
、
借
り
手
の
状
況
次
第
で
３
〜
５

年
と
継
続
し
て
融
資
す
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。
さ
ら
に
は
、
融
資
を
し
た
ら
返
済
ま
で

黙
っ
て
待
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
利
用
者
が
お
金
の
運
用

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
っ
た
り
、
協

同
組
合
の
職
員
と
会
計
士
が
利
用
者
を
毎
月

訪
問
し
て
進
捗
状
況
を
確
認
し
た
り
す
る
な

ど
、
女
性
自
身
の
管
理
能
力
を
引
き
出
す
よ

う
な
働
き
掛
け
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

１
０
０
％
の
返
済
率
は
、
こ
う
し
た
地
道
な

取
り
組
み
の
結
果
で
も
あ
る
。

　
融
資
を
受
け
た
女
性
た
ち
も
、
自
分
な
り

に
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。
内
戦
で
夫
を
失
い
、

一
人
で
息
子
を
育
て
て
い
る
マ
リ
ア
・
ハ
コ

ボ
・
ヒ
ア
ッ
ツ
さ
ん
は
、
初
め
て
の
融
資
で

野
菜
の
種
や
苗
を
買
っ
た
。
育
っ
た
野
菜
を

売
っ
て
得
た
収
入
の
一
部
は
再
び
野
菜
作
り

に
使
い
、
残
り
で
近
所
の
農
家
か
ら
牛
乳
を

買
っ
て
チ
ー
ズ
作
り
を
開
始
。
野
菜
と
チ
ー

ズ
の
売
り
上
げ
で
、
息
子
は
学
校
に
通
い
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
マ
リ
ア

さ
ん
に
牛
乳
を
売
る
農
家
も
収
入
が
増
え
る

な
ど
、
周
囲
に
も
恩
恵
が
及
ん
で
い
る
と
い

う
。

　
他
に
も
、
弟
の
妻
と
共
に
融
資
を
受
け
て

織
物
と
牧
畜
で
少
し
ず
つ
資
産
作
り
を
進
め

る
女
性
や
、
自
分
の
子
ど
も
に
加
え
て
両
親

を
失
っ
た
親
戚
の
子
ど
も
を
引
き
取
り
、
織

物
の
仕
事
か
ら
得
た
収
入
で
学
校
に
通
わ
せ

る
女
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
全
体

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
例
が
数
多
く

あ
る
と
い
う
。
わ
ず
か
な
額
で
も
収
入
が
あ

る
こ
と
で
、
日
々
の
食
事
に
肉
や
コ
メ
な
ど

新
し
い
食
材
を
追
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
栄
養
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い

る
家
庭
は
数
え
切
れ
な
い
。
女
性
た
ち
が
金

融
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
、
地
域
全
体
の
生
活
改
善
と
貧

困
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　「
返
済
率
１
０
０
％
を
実
現
で
き
て
い
る

わ
ず
か
な
元
手
が
生
む
循
環

家
族
や
社
会
が
少
し
ず
つ
豊
か
に

内
戦
が
引
き
裂
い
た
マ
ヤ
の
国

し
わ
寄
せ
は
弱
い
人
た
ち
に

の
で
、
戻
っ
て
き
た
資
金
が
新
た
な
融
資
に

つ
な
が
り
、
さ
ら
に
多
く
の
人
た
ち
が
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
新
川
さ
ん
。
マ
イ
ク
ロ
ク
レ

ジ
ッ
ト
事
業
は
今
後
も
継
続
し
、
よ
り
多
く

の
女
性
た
ち
の
生
活
向
上
と
、
地
域
の
貧
困

削
減
を
目
指
す
予
定
だ
。
そ
れ
に
加
え
て
、

グ
ア
テ
マ
ラ
の
他
の
地
域
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
全
体
で
子
ど
も
の
教
育
に
取
り
組
ん
だ

り
、
障
害
が
あ
る
子
ど
も
や
青
少
年
の
生
活

自
立
支
援
を
行
っ
た
り
し
て
い
く
と
い
う
。

　
生
活
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
グ
ア
テ
マ
ラ

の
女
性
た
ち
自
身
に
し
か
で
き
な
い
が
、
新

川
さ
ん
た
ち
は
日
本
の
ド
ナ
ー
と
の
橋
渡
し

や
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
の
形
で
彼
女
た
ち
の
自
立
を
支
援
し
て

い
る
。お
金
と
い
う
形
を
取
っ
た
日
本
の
人
々

の
善
意
が
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
農
村
社
会
に
確

か
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。

先
住
民
女
性
が
自
ら
生
計
を
立
て
る
た
め
に

１
９
９
６
年
ま
で
内
戦
が
続
き
、人
々
の
絆
が
引
き
裂
か
れ
た
グ
ア
テ
マ
ラ
。

中
で
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
は
、先
住
民
、そ
れ
も
女
性
た
ち
だ
。

教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、収
入
の
手
段
も
限
ら
れ
て
い
る
彼
女
た
ち
が

新
た
な
生
活
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
、日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
事
業
を
通
じ
て
彼
女
た
ち
を
支
え
て
い
る
。

日
本
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

マヤの伝統を受け継ぐ織物は、先住民の
重要な文化的資産だ。一枚作ると150ケ
ツアル（約2万円）で売れ、その7割ほどが
利益となって手元に残る

グアダルーペ協同組合融資委員会
の視察。融資後のフォローアップが、
女性たちの夢の実現と返済率の高
さにつながっている

現地女性たちの話を聞く日本ラテンアメリカ協力ネットワーク
の石川智子さん。融資を受けて自ら収入につながる事業を
始めることで、女性たちの自覚が変わってくるという

融資を受けて松の苗木づくりを始めたイルマ・サニックさん。女性
たちは創意工夫を凝らして、さまざまな事業を生み出している

内戦で夫を亡くし、息子を育て上げたマリア・ラファエラ・クン
さん。昨年亡くなった弟の妻と共に融資を受け、織物作りや
豚などの家畜飼育によって弟の5人の子どもを育てている

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

に
い
か
わ

グアテマラ

グアテマラ
シティー
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滋
賀
県
立
米
原
高
校
で
は
、
一
風
変
わ
っ
た

英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
欧
米
の
先

生
の
間
で
人
気
を
集
め
て
い
る
、
そ
の
名
も

「M
yste

ry S
kyp
e

」。
無
料
通
話
ソ
フ
ト

「
S
k
y
p
e
」
を
使
っ
て
、
同
校
の
教
室
と
海

外
の
教
室
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
い
だ

ら
、
授
業
ス
タ
ー
ト
だ
。

　「
そ
こ
は
ア
フ
リ
カ
で
す
か
？
」「
気
温
は
高

い
で
す
か
？
」「
海
に
面
し
て
い
ま
す
か
？
」。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
海
外
の
生
徒
た

ち
に
、
次
々
と
質
問
を
投
げ
掛
け
る
。
実
は
、

お
互
い
に
ど
こ
の
国
に
住
ん
で
い
る
か
を
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
生
徒
同
士
が
、
英
語
で
質
問
し

合
い
な
が
ら
相
手
の
国
を
当
て
る
と
い
う
授
業

な
の
だ
。

　
昨
年
始
ま
っ
た
こ
の
授
業
は
、
１
学
年
に
40

人
が
在
籍
す
る
同
校
普
通
科
の
英
語
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
て
い
る
。「
前
任
校
に
勤
め
て
い
た
こ

ろ
、
生
物
の
先
生
が
授
業
で
S
k
y
p
e
を
使

っ
て
、
北
海
道
の
旭
山
動
物
園
の
職
員
と
生
徒

を
交
流
さ
せ
て
い
る
の
を
目
に
し
、
こ
れ
な
ら

英
語
の
授
業
で
も
実
践
で
き
そ
う
だ
と
思
っ
た

の
が
全
て
の
始
ま
り
で
す
」
と
英
語
コ
ー
ス
担

任
の
堀
尾
美
央
先
生
は
話
す
。
中
学
生
の
こ
ろ
、

海
外
の
ペ
ン
パ
ル
と
の
文
通
を
き
っ
か
け
に
国

際
交
流
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
堀
尾
先

生
は
、
世
界
の
広
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た

い
と
思
い
、
高
校
の
教
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

現
実
は
課
題
や
テ
ス
ト
の
採
点
に
追
わ
れ
、
英

語
嫌
い
な
生
徒
相
手
に
悪
戦
苦
闘
の
日
々
。
そ

ん
な
と
き
、
S
k
y
p
e
を
使
っ
た
授
業
に
出

会
っ
た
の
だ
。

　
英
語
が
通
じ
る
楽
し
さ
を
生
徒
に
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
た
堀
尾
先
生
だ
が
、
最
初

は
難
し
さ
も
あ
っ
た
と
話
す
。「
１
回
目
の
授

業
は
私
が
あ
ら
か
じ
め
質
問
文
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
を
小
さ
な
声

で
自
信
な
さ
そ
う
に
質
問
し
、
相
手
が
聞
き
取

れ
な
い
こ
と
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
」。
一
方
、

S
k
y
p
e
の
相
手
と
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
８

歳
の
子
ど
も
は
、
上
手
に
発
音
で
き
な
い
と
き

は
隣
に
い
る
先
生
に
聞
き
、
そ
れ
を
一
生
懸
命

に
繰
り
返
し
て
い
た
。
そ
の
姿
に
触
発
さ
れ
た

の
か
、
２
回
目
の
授
業
か
ら
は
積
極
的
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
す
る
生
徒
が
増

え
て
い
っ
た
と
い
う
。「
英
語
が
１
回
で
相
手

に
通
じ
る
と
、
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
英
語
圏
以
外
の

国
と
交
流
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
私
は
相
手

の
訛
り
を
聞
き
取
っ
て
生
徒
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
直
し
た
り
、
別
の
言
葉
に
言
い
換
え
た
り

と
極
力
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
、
生
徒
た
ち
自
身
が

相
談
し
合
っ
て
答
え
を
導
き
出
せ
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
」

授
業
を
通
じ
て
、
カ
タ
ー
ル
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
、
普
段
知
り
合
う
機
会
の

な
い
国
の
生
徒
と
の
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、「M

ystery S
kype

」
の
他
に
も
、
堀

尾
先
生
は
S
k
y
p
e
を
活
用
し
た
多
様
な
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
高

校
と
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の

大
学
入
試
制
度
が
似
て
い
る
点

に
注
目
し
、〝
お
互
い
の
国
の

受
験
生
に
役
立
ち
そ
う
な
商
品

を
考
案
す
る
〞
と
い
う
テ
ー
マ

で
共
同
授
業
を
行
っ
た
。
い
く

つ
か
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
米

原
高
校
の
生
徒
た
ち
は
、
ま
ず

ベ
ト
ナ
ム
の
生
徒
た
ち
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
な

が
ら
ニ
ー
ズ
を
探
っ
た
。
そ
し

て
、
ク
ラ
ス
内
で
選
出
さ
れ
た

上
位
３
チ
ー
ム
が
、
実
際
に

S
k
y
p
e
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ

ム
側
に
発
表
し
た
。

ま
た
、マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ

オ
島
に
あ
る
学
校
と
は
、
生
徒

か
ら
有
志
を
募
り
、
森
林
破
壊

会
話
し
た
数
だ
け

生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
る

英
語
教
育
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
発
展

滋賀県立米原高校の生徒とケニアのナイロビスクールの生徒がSkypeを使って交流した

教室にいながらできる異文化交流
海外との接点が少ない子どもたちに、英語が通じる楽しさを伝えたい――。 

滋賀県立米原高校のある一人の先生の思いが、
生徒たちのコミュニケーションに対する意識を変化させている。

特別なことではなく、どんな学校でも実践できるその取り組みとは。

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。「
英
語
の
教

科
書
で
、
ボ
ル
ネ
オ
島
で
は
パ
ー
ム
油
を
生
産

す
る
た
め
に
森
林
が
破
壊
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー

タ
ン
の
す
み
か
が
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
う
内
容

の
文
章
を
読
み
ま
し
た
。
そ
の
文
章
に
、〝
あ

な
た
は
パ
ー
ム
油
の
使
用
を
や
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
か
？
〞
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
実

際
に
現
地
の
生
徒
た
ち
と
議
論
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
」
と
堀
尾
先
生
。
す
る
と
、
日
本
側

の
生
徒
は
〝
使
用
を
や
め
る
べ
き
〞、
マ
レ
ー

シ
ア
側
の
生
徒
は
〝
や
め
ら
れ
な
い
〞
と
意
見

が
分
か
れ
た
。「
現
地
の
生
徒
か
ら
、
パ
ー
ム

油
は
料
理
や
燃
料
な
ど
生
活
に
深
く
根
付
い
て

い
る
こ
と
や
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
は
値
段
が
高

く
て
手
軽
に
買
え
な
い
こ
と
な
ど
、
生
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
科
書
で
学
ん
だ

こ
と
を
立
体
的
に
考
え
た
り
、
固
定
観
念
を
取

り
去
っ
た
り
で
き
る
有
益
な
取
り
組
み
だ
と
感

じ
ま
し
た
」

こ
の
S
k
y
p
e
を
活
用
し
た
教
育
は
、
昨

年
度
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

最
優
秀
賞
に
あ
た
る
J
I
C
A
理
事
長
賞
を
受

賞
し
た
。
毎
年
J
I
C
A
が
主
催
す
る
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
実
践
す

る
際
に
活
用
で
き
る
取
り
組
み
や
写
真
を
表
彰

し
て
い
る
。「
本
校
の
よ
う
に
、
海
外
と
の
接

点
が
少
な
い
学
校
の
生
徒
に
も
世
界
と
つ
な
が

る
機
会
を
つ
く
り
た
く
て
始
め
た
取
り
組
み
が

認
め
ら
れ
た
の
は
、
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
生
徒
に
は
、
言
語
や
文
化
、
考
え
方
な
ど

の
違
い
を
当
た
り
前
だ
と
感
じ
、
む
し
ろ
歩
み

寄
り
な
が
ら
違
い
を
楽
し
め
る
心
を
育
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
堀
尾
先

生
。
目
指
し
て
い
る
の
は
、〝
教
室
に
い
な
が
ら
、

教
室
の
壁
を
壊
す
〞
こ
と
だ
。

Skypeでマレーシアの学校と森林破壊について意見を交換した。現地の生徒たちが、ボル
ネオ島について写真を交えて紹介した

堀尾先生が、マイクロソフト社からICT機器を活用した授業を実践している教員として認定
されたことを受けて、マイクロソフト社幹部と生徒との特別交流セッションが行われた

「グローバル教育コンクール2016」の
JICA理事長賞を受賞した堀尾先生（左）

ミ
ス
テ
リ
ー      

ス
カ
イ
プ

世界とつながる
教室
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本
を
通
し
て
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
触
れ
、「
自
分
も
何
か
し
な
け
れ
ば
」と

の
思
い
を
抱
い
て
大
学
で
開
発
を
学
ん
だ

本
村
美
紀
さ
ん
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
農
業
分
野

の
支
援
に
出
会
い
、現
在
は
ア
フ
リ
カ
の

農
業
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

私
が
国
際
協
力
に
関
心
を
持
っ
た
き
っ
か
け

は
、
中
学
生
の
こ
ろ
に
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
の

黒
柳
徹
子
さ
ん
が
書
い
た
本
を
読
ん
だ
こ
と
で

し
た
。
黒
柳
さ
ん
自
身
の
経
験
や
対
話
に
基
づ

い
た
話
は
も
ち
ろ
ん
、
衝
撃
的
な
写
真
を
見

て
、
世
界
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い

る
の
だ
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
自
分
も
何
か
し

な
け
れ
ば
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
気
持
ち
を
抱
い
た
ま
ま
、
高
校
で
は
自

由
研
究
で
ユ
ニ
セ
フ
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

ま
た
双
子
の
姉
と
共
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
の

地
雷
問
題
も
調
べ
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
国
際
協
力
を
よ
り
深
く
学
ぶ
た

め
に
開
発
経
済
学
の
ゼ
ミ
に
入
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
知
っ
た
の
は
、
い
く
ら
開
発
に
つ
い
て
数

字
で
議
論
し
て
も
、
そ
れ
は
時
と
し
て
机
上
の

空
論
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
現
場
を
見
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
点
で
す
。
ゼ
ミ
で
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
コ
メ
流
通
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た

が
、
実
際
に
現
地
を
訪
問
し
、
農
家
や
政
府
関

係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
中
で
開
発
途
上
国

に
お
け
る
経
済
的
課
題
の
多
面
性
を
実
感
し
ま

し
た
。
途
上
国
で
の
農
産
物
流
通
と
い
う
と

「
農
家
は
作
物
を
安
く
買
い
叩
か
れ
て
、
流
通

業
者
が
搾
取
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

私
が
出
会
っ
た
農
家
の
一
人
は
、「
契
約
栽
培

で
安
定
的
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
収
入

が
増
え
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
投
入
財
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
向
上
し
て
、
生
活
が
良
く
な

っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を

通
じ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
名
前
を
よ
く
耳
に
し
た

こ
と
や
、
文
献
を
当
た
る
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
作

成
し
た
資
料
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
分

も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
憧
れ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
っ
た

私
は
、Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
ガ
ー
ナ
と
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
は
活

気
が
あ
り
、
満
ち
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き

な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
沖
縄
国
際

セ
ン
タ
ー
、
ア
フ
リ
カ
部
を
経
て
エ
チ
オ
ピ
ア

事
務
所
へ
。
現
地
で
は
関
係
者
と
話
し
合
う
だ

け
で
は
な
く
、
２
週
間
に
１
回
程
度
、
現
場
を

訪
問
し
て
農
業
の
現
状
や
課
題
を
理
解
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
た
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
事
務
所
で
携
わ
っ
た
案
件
の
一

つ
に
、
干
ば
つ
な
ど
外
部
か
ら
の
影
響
に
対
す

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
対
応
能
力
）
の
強
化
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
エ
チ
オ

ピ
ア
で
は
２
０
１
３
年
に
災
害
リ
ス
ク
管
理
政

策
が
策
定
さ
れ
、「
災
害
へ
の
緊
急
的
な
対
応
」

か
ら
「
災
害
リ
ス
ク
の
管
理
」
へ
の
転
換
を
目

標
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、「
天
候
イ
ン
デ
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〝
安
心
を
買
う
〞文
化
で

  

農
業
振
興
を
目
指
し
た
い

エチオピアで、現地の農家の人にインタビューする本村さん（左から4人目）。現場を見るこ
との大切さを胸に刻んで、仕事に取り組んでいる

From Headquarters

ッ
ク
ス
保
険
」
の
開
発
・
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
に
一
定
程
度
の
保
険
金
が
支
払
わ

れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
干
ば
つ
や
少
雨
に
よ
る

不
作
の
可
能
性
を
不
安
に
感
じ
て
い
た
農
家
の

不
安
が
軽
減
さ
れ
、
営
農
活
動
に
変
化
や
積
極

性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
部
署
に
移
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
継
続
し
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
エ
チ

オ
ピ
ア
に
は
高
い
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

一
方
で
、
コ
メ
、
麦
な
ど
穀
物
の
輸
入
も
多
い

の
が
現
状
で
す
。
労
働
人
口
の
７
割
以
上
が
農

業
に
携
わ
っ
て
お
り
、
農
業
分
野
の
振
興
は
同

国
経
済
に
と
っ
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ひ
い
て
は
世
界
中
の
農
家
が
安
心
し
て
農

業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
確
立

に
、
私
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大学で開発経済学を学んだ後、
ＪＩＣＡに入構。沖縄開発セン
ター、アフリカ部を経て、エチオピ
ア事務所で農業関連のプロジェ
クトを手掛け、帰国後は農村開
発部で引き続きエチオピアの農
業保険案件を手掛ける。

JICA 農村開発部
農業・農村開発第二グループ

本村 美紀
MOTOMURA Miki

家族同然に親しくなったエチオピアの農家の
人たちと。お祭りやお祝いのときは、いつも自
宅に招いてくれたという

「
何
か
し
な
け
れ
ば
」の
思
い

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の
憧
れ
に

ア
フ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
刺
激

農
家
と
寄
り
添
い
生
計
向
上
目
指
す
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3
月
24
日
、
東
京
都
新
宿
区
の
J
I
C
A

市
ヶ
谷
ビ
ル
国
際
会
議
場
で
外
務
省
主
催
の

外
務
大
臣
感
謝
状
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
2

年
間
の
活
動
を
終
え
て
帰
国
し
た
J
I
C
A

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
授

与
式
に
は
、「
日
本
の
国
際
協
力
―
特
に
青

年
海
外
協
力
隊
の
活
動
―
を
支
援
す
る
国
会

議
員
の
会
」（
J
I
C
A
議
連
）
所
属
議
員

を
は
じ
め
と
す
る
国
会
議
員
や
、
民
間
連
携

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
活
用
し
た
帰
国
隊
員

の
所
属
先
代
表
者
も
、
来
賓
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

授
与
式
の
冒
頭
、
武
井
俊
輔
外
務
大
臣
政

務
官
は
、
帰
国
し
た
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
し
て
「
時
間
を
守
る
、
も
の
を
片
付

け
る
な
ど
、
日
本
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
の

必
要
性
を
現
地
の
人
に
伝
え
、
根
付
か
せ
る

活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
ま
さ

に
草
の
根
外
交
官
。
現
地
の
皆
さ
ん
か
ら
の

感
謝
、
思
い
を
糧
に
今
後
も
活
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
、
帰
国
後
の
活
躍
に
向
け
て
激
励
の

言
葉
を
掛
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
代
表

し
て
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
青
年
海
外
協
力
隊

の
P
C
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
隊
員
と
し
て
活

外務大臣が帰国したJICAボランティアに感謝状を授与 01

03ミャンマー地方部の中核病院における施設・機材を整備

02　国際緊急援助隊救助チーム、48時間の実践的な模擬訓練を実施
　

J
I
C
A
は
3
月
12
日
か
ら
3
月
14
日
ま

で
、
海
外
の
大
規
模
災
害
に
対
し
て
派
遣
さ

れ
る
国
際
緊
急
援
助
隊
（
J
D
R
）
救
助
チ

ー
ム
の
実
践
的
な
総
合
訓
練
を
、
兵
庫
県
広

域
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

海
外
で
大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
が
発
生

し
た
際
は
、
被
災
国
政
府
か
ら
の
支
援
要
請

を
受
け
て
、
日
本
政
府
が
J
D
R
チ
ー
ム
の

派
遣
を
決
定
し
、
J
I
C
A
が
同
チ
ー
ム
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
救
助
チ
ー
ム

は
、
主
に
地
震
で
倒
壊
し
た
建
物
な
ど
に
取

り
残
さ
れ
た
人
々
の
捜
索
・
救
助
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
総
合
訓
練
は
、
チ
ー

ム
の
即
応
力
と
国
際
基
準
で
定
め
る
捜
索
・

救
助
手
法
を
実
働
で
確
認
す
る
た
め
、
隊
員

72
名
と
救
助
犬
4
頭
が
、
昼
夜
を
通
し
て
48

時
間
連
続
の
訓
練
に
挑
み
、
救
助
隊
員
、
外

務
省
職
員
、医
療
関
係
者
、構
造
評
価
専
門
家
、

業
務
調
整
員
な
ど
、
お
の
お
の
が
役
割
に
即

し
た
内
容
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
A
S
E
A
N
防
災
人
道
支
援
調
整

セ
ン
タ
ー
（
A
H
A
セ
ン
タ
ー
）
の
職
員
ら
４

人
と
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
消
防
局
の
局
長
な
ど
３

人
も
こ
の
日
に
あ
わ
せ
て
来
日
し
、
視
察
に

加
え
て
訓
練
の
一
部
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
は
4
月
2
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦

共
和
国
の
ダ
ウ
ェ
ー
で
、「
マ
グ
ウ
ェ
イ
総
合

病
院
整
備
計
画
」
を
対
象
に
、
22
億
8
1
0
0

万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契

約
を
、
同
国
政
府
と
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
同
国
中
部
に
あ
る
マ
グ
ウ
ェ
イ

地
域
の
中
核
病
院
「
マ
グ
ウ
ェ
イ
総
合
病
院
」

の
敷
地
内
に
産
婦
人
科
病
棟
、
新
生
児
ユ
ニ
ッ

ト
、
救
急
部
門
、
手
術
部
門
を
含
む
新
棟
を
建

設
し
、必
要
な
機
材
供
与
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

同
病
院
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。
同
病
院
で
は
、
施
設
・
機
材
の
破
損
や

老
朽
化
が
進
む
一
方
、
病
床
占
有
率
は
１
０
０

％
を
超
え
る
な
ど
病
床
数
も
不
足
し
て
お
り
、

施
設
・
機
材
の
整
備
が
急
務
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
同
病
院
の
産
科
と
婦
人
科
で

合
計
1
0
0
床
と
新
生
児
ユ
ニ
ッ
ト
20
床
を
整

備
す
る
の
と
並
行
し
て
、
外
科
、
整
形
外
科
、

産
婦
人
科
関
連
の
施
設
と
機
材
を
整
備
し
、
適

切
な
環
境
下
で
の
高
度
な
手
術
や
緊
急
手
術
を

可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
手
術
数
の
増
加
に
も

対
応
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
同
病
院
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
強

化
と
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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厳しい環境の下、要救助者の救出訓練などが行
われた

任期を終えて帰国したボランティアたちを激励する
武井外務大臣政務官

チリで日本語教育に関わったシニア海外ボランティ
アの篠宮佳代子さんは、現地の人たちの優しさを振
り返った

調印式で握手するミャンマー保健スポーツ省のシン
ハン局長とJICAミャンマー事務所の岩井伸夫氏

動
し
た
沖
縄
県
出
身
の
濱
元
翔
太
さ
ん
が
あ

い
さ
つ
し
、「
つ
ま
し
い
生
活
の
中
で
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
生
き
て
い
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
人
た
ち
か
ら
学
び
ま
し
た
」

と
現
地
で
の
生
活
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

授
与
式
後
の
懇
談
会
で
は
、
来
賓
の
国
会

議
員
各
氏
が
２
年
間
の
活
動
に
対
す
る
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
と
共
に
、
今
後
の
日
本
で
の
活

躍
を
期
待
す
る
言
葉
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
国
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
員
２
人

が
所
属
す
る
企
業
か
ら
は
、「
日
本
と
異
な

る
環
境
で
活
動
し
た
社
員
は
た
く
ま
し
く
成

長
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
で
き
る
」

と
評
価
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

励
ま
し
の
言
葉
に
対
し
て
、
参
加
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
も
自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り

返
り
、
今
後
の
抱
負
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、青
年
海
外
協
力
隊
は
88
カ
国
・

延
べ
4
2
５
７
７
人
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
75
カ
国
・
延
べ
6
1
５
１
人
、
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
9
カ
国
・
延

べ
1
3
５
２
人
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
10
カ
国
・
延
べ
５
０
２
人
を
派

遣
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
2
３
７
６
人
が
、

３
月
31
日
現
在
も
活
動
中
で
す
。



変
わ
る
地
方
の
力

市
場
か
ら
共
通
課
題
の
解
決
ま
で

　
こ
こ
10
年
ほ
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

に
伴
い
、
日
本
の
地
方
公
共
団
体
の
国
際
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
地
方
の
国
際
事

業
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
友
好
提
携
や
姉
妹

都
市
を
通
じ
た
両
国
の
親
善
を
深
め
る
活
動

が
中
心
で
し
た
が
、
現
在
は
日
本
と
海
外
の

地
方
政
府
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
関
係
が
出

て
き
ま
し
た
。

　
先
日
、
香
港
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、
ス
ー

パ
ー
の
食
品
売
り
場
に
は
茨
城
県
産
の
野
菜

や
福
岡
県
産
の
い
ち
ご
な
ど
、
日
本
と
い
う

括
り
で
は
な
く
地
域
の
産
品
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
商
品
が
数
多
く
並
ん
で
い
ま
し
た
。

数
年
前
ま
で
、
地
方
公
共
団
体
が
直
接
海
外

と
経
済
活
動
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
や
海
外
と
の
関
係
な

く
し
て
産
業
行
政
は
不
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
る
ほ
ど
に
関
係
が
変
化
し
て
い
ま
す
。
観

光
面
に
お
い
て
は
、
日
本
か
ら
海
外
を
訪
れ

る
人
の
方
が
多
い
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た

が
、
今
で
は
こ
こ
京
都
も
そ
う
で
す
が
、
海

外
か
ら
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
人
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
公
共
団
体
が
、
外
国

人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
お
互
い
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
交
流

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
化
が

進
み
、
職
員
の
人
手
不
足
に
悩
む
日
本
の
介

護
や
福
祉
の
現
場
を
支
え
て
い
る
の
は
、
東

南
ア
ジ
ア
の
研
修
員
で
す
。
東
南
ア
ジ
ア
で

も
10
年
後
や
20
年
後
に
は
高
齢
化
の
時
代
が

や
っ
て
来
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

彼
ら
が
日
本
で
得
た
知
識
や
技
術
は
、
こ
の

先
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
で
も
役
立
つ
は
ず
で

す
。
京
都
府
も
、環
境
保
全
の
た
め
に
中
国
・

陝
西
省
と
植
林
事
業
を
行
っ
た
り
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
と
伝

統
産
業
や
文
化
財
保
護
の
面
で
協
力
し
合
っ

た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
協
力
関
係
を

築
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
地
方
公
共
団
体
が
手
を
取
り
合
っ
て
事

業
を
行
う
機
会
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
京
都
府
で
は
、
J
I
C
A
の
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ゥ
ア
・
テ
ィ

エ
ン
・
フ
エ
省
と
一
緒
に
地
域
の
観
光
振
興

の
た
め
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
と
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

〝
グ
ロ
ー
カ
ル
〞
な
人
材

青
年
海
外
協
力
隊
に
期
待

　
国
同
士
の
外
交
で
は
担
え
な
い
草
の
根
の

関
係
を
築
く
上
で
も
、
国
際
協
力
に
お
い
て

地
方
公
共
団
体
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
昨
今
よ
く

聞
か
れ
る
〝
グ
ロ
ー
カ
ル
〞
と
い
う
言
葉
が

表
す
よ
う
に
、
地
方
自
身
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
で
ロ
ー
カ
ル
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、
今
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代

山
田 

啓
二
（
や
ま
だ
・
け
い
じ
）

１
９
５
４
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。東
京
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、

77
年
に
自
治
省（
現
総
務
省
）に
入
省
。内
閣
法
制
局
参
事
官

や
京
都
府
副
知
事
な
ど
を
経
て
、２
０
０
２
年
に
京
都
府

知
事
に
初
当
選
。現
在
、４
期
目
を
務
め
る
。11
年
よ
り
全
国

知
事
会
の
会
長
。

京
都
は
日
本
の
縮
図

世
界
に
貢
献
す
る
〝
共
生
社
会
〞へ

歴
史
的
な
町
並
み
や
伝
統
的
な
文
化
が
受
け
継
が
れ
、

多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
京
都
。

一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
や
人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
課
題
も
多
い
。

国
内
外
の
地
方
が
手
を
取
り
合
い
で
き
る
こ
と
と
は
―
―
。

〝
共
生
社
会
〞
の
実
現
に
取
り
組
む
京
都
府
の
山
田
啓
二
知
事
に
聞
い
た
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
の
隊
員
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
持
っ
て
世
界
に
羽
ば
た
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
医
療
、
教
育
、
農

業
な
ど
の
問
題
に
取
り
組
む
と
い
う
点
で
、

ま
さ
に
地
方
公
共
団
体
が
強
化
し
て
い
く
べ

き
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
京
都
府
は
、
こ

う
し
た
隊
員
た
ち
の
経
験
や
活
力
を
積
極
的

に
取
り
込
む
た
め
、
府
職
員
採
用
に
協
力
隊

な
ど
社
会
貢
献
活
動
や
国
際
業
務
で
経
験
を

積
ん
で
き
た
方
の
枠
を
設
け
た
り
、
現
職
の

教
員
に
も
協
力
隊
へ
の
参
加
を
推
奨
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
が
顧
問
を
務
め
る
「
京
都
府

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
援
団
」
で
は
、

帰
国
隊
員
が
府
内
に
一
人
で
も
多
く
定
着
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
理
解
促
進
運
動

や
帰
国
隊
員
の
就
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
方
の
仕
事
の
中
に
も
、
隊
員
が
積
ん

で
き
た
経
験
を
生
か
せ
る
分
野
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
仕
事
を
見

出
す
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
結
び
付
い
て
い
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
地
方
創
生
の
実
現
の
た
め
に
も
グ
ロ
ー
カ

ル
な
人
材
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
内
外
の
多

様
な
知
恵
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域
が
持

つ
特
性
を
生
か
し
、お
互
い
に
支
え
合
う〝
共

生
社
会
〞
を
つ
く
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な

の
で
す
。
京
都
は
、
人
口
の
偏
り
や
高
齢
化

と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
る
日
本
の
縮
図
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
政
令
指
令
都
市
で
あ
る
京

都
市
に
は
学
生
や
観
光
客
が
集
中
す
る
一

方
、
北
部
の
海
側
に
は
過
疎
高
齢
化
が
進
む

地
域
が
あ
り
、
南
部
に
は
逆
に
人
口
が
増
加

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
北
部
を
「
海
の
京
都
」、
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
部
を
「
森
の
京

京都府JICAボランティア応援団から派遣前の隊員に手渡される
「京都セット」。京都の魅力を世界に発信するべく、お茶や和菓子な
どの名産品がたくさん詰められている

派遣前の壮行会で、お茶のたて方や飲み方についてレクチャーを受
ける青年海外協力隊の隊員たち

特別 
インタビュー

都
」、
お
茶
の
産
地
と
し
て
歴
史
が
長
い
南

部
を
「
お
茶
の
京
都
」
と
銘
打
ち
、
京
都
が

誇
る
文
化
を
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
に
発
信

し
て
い
く
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
が
相
互
に
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
京
都
全
体
が
発
展
し

て
い
く
―
―
そ
ん
な
地
方
創
生
を
目
指
す
と

と
も
に
、
多
く
の
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

く
く

せ
ん
せ
い

山
田 

啓
二
さ
ん

京
都
府
知
事
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中島 英登
Hideto NAKAJIMA

外務省　国際協力局 
開発協力総括課　首席事務官

2002年外務省入省。在南アフリカ日本国大使館や北米第二課（日米経済関
係）、中東第一課（シリア情勢や中東和平など）を経て、昨年１月から現職。質
の高いインフラ輸出拡大イニシアティブをはじめ、開発協力全般に関する制度
改善に取り組む。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　海外投融資は、日本の政府開発援助（ODA）の有
償資金協力の一つで、開発途上国の発展に役立つ
事業を手掛ける民間企業に融資、または出資するこ
とで、その企業のビジネスを助けるとともに、開発
課題の解決を促進する制度です。
　近年、途上国は発展に伴う都市への人口集中な
どから、廃棄物処理や上下水道の整備、交通インフ
ラ整備など、さまざまな課題に直面しています。これ
らの課題に自己資金で対応することが難しい途上
国に対し、日本は無償資金協力や政府への貸付を

行う円借款などの支援を実施してきまし
た。しかし、こうしたODAは皆さんの税金
などの公的な資金が元になっています

海外投融資って何？

　カンボジアでは、1980年に約659
万人だった人口が2013年には約
1,458万人となり、約30年間で人口
が２倍以上に増えています。一方で、
1990年代まで内戦が続いた同国で
は、ポル・ポト政権下で大量虐殺が行
われ、多くの保健医療に関わる社会
インフラも破壊されました。そうした経
緯から、同国の医療水準は現在でも
他の東南アジア諸国に比べて著しく低く、乳幼児死亡率は東南アジ
ア諸国連合（ASEAN）の中でワースト３位です（2015年度時点）。
病気やけがの際に、タイやベトナム、シンガポールなどの近隣諸国で
治療を受ける人も少なくありません。
　こうした中、医療水準の向上や日本式医療の国際展開を目指し
て、日本とカンボジアの両国の官民が一体となって取り組んできた努
力が実を結び、昨年９月、首都プノンペンに救命救急、脳神経外科な
どの日本式最新医療サービスを備えたサンライズ・ジャパンホスピタル
がオープンしました。この病院は、複数の日本企業が共同出資して立
ち上げた事業会社に、JICAが海外投融資を通じて融資するかたちで
設立されたものです。開所式にはフン・セン首相の他、日本から小田
原外務大臣政務官が出席。カンボジアの保健医療分野の発展に大
きな期待が寄せられています。
　日本では当たり前の医療サービスも、カンボジアではまだ一部の人し
か享受できないのが現実です。このような「日本式最新医療」を兼ね備
えた病院が進出することにより、今後のカンボジアの医療水準の向
上、ひいてはさらなる経済発展につながることを心より期待しています。

（在カンボジア日本国大使館 二等書記官 中島洋平）
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　途上国での事業には、政変や災害などさまざまなリ
スクが伴います。そのため、一般の金融機関から融資
を受けることは困難な場合も多いのです。こうした中、
海外投融資の制度では、企業が中長期的に安定して事
業を展開できるよう、収益性やリスクなどの途上国ビ
ジネスの特性を踏まえた融資・出資を行っています。
　海外投融資は、日本政府が提唱した「質の高いイン
フラ」開発を促進していく上でも効果的な制度です。質
の高いインフラは、一見値段が高いように思えますが、
丈夫で災害に強く、環境にもやさしいため、長期的に

Q1.

から、それだけに頼って増え続ける開発課題の解決
に対応していくことは困難です。
　そこで重要となるのがビジネスを通じた開発課
題の解決、すなわち民間資金の活用です。日本政府
は、開発協力に民間資金を積極的に活用していくこ
とを推進しています。とはいえ、企業単体では途上
国ビジネスのリスクを負いきれないため、海外投融
資を通じてサポートしているのです。対象は、①イン
フラ・成長加速、②SDGs・貧困削減、③気候変動対
策―のいずれかの分野で事業を展開している日本
企業か現地企業で、JICAによる審査を経て融資や
出資が行われます。

　2 011年に現在の海外投融資の制度が始まって以
来、2016年末までに計14件の出資・融資の実績があ
ります。例えば、インドネシアでは日系企業から研修業
務の委託を受けている現地企業が、産業人材を育成
するための施設の建設を計画しており、JICAは海外投
融資のかたちで現地の銀行を通じて同社に融資を行
いました。完成した施設で学ぶ研修生は、研修の一環
として日本で技能実習も受けます。帰国後、彼らはさ
まざまな分野で活躍し、産業の発展に貢献しています。
　また、アフリカではオフグリッド（独立型）太陽光事
業に海外投融資が活用されました。この事業は、未電
化人口が６億人いるといわれているサブサハラ・アフ

海外投融資には、どんな事例があるの？

は安上がりといえます。日本は昨年の伊勢志摩サミット
の際に「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」を
発表し、今後５年間で官民をあわせて2,000億ドルのイ
ンフラ整備を実施していくことを打ち出しました。公的
資金の活用と並行して、海外投融資を通じて民間資金を
動員することは、途上国で高まっているインフラ整備の
需要に、質の高いインフラで応えていくための一つの方
策となるのです。
　外務省はこれまで、海外投融資が企業にとってより使
い勝手の良い制度となるよう、関係省庁やJICAと共に

リカ地域で、村落の小売店に太陽光パネルを設置し、
来店する住民にLEDランタンの充電とレンタル、携帯
電話の充電サービスを行うというものです。JICAは海
外投融資を通じて、事業者に対して出資を行い、この
ビジネスの成長をサポートしています。これにより、伝
統的な灯油ランタンに代わってLEDランタンの使用が
広がり、小売店の夜間営業や子どもの教育時間の増
加、さらには煙による健康被害の改善などの効果が期
待されています。
　この他にも、カンボジアでの救命救急センターの設
立や、中南米での省エネ事業など、さまざまな地域・
分野で海外投融資が活用されています。海外投融資
は、公的資金による開発協力だけでは十分に対応し
きれなかった課題を解決する糸口になるだけでなく、
意欲ある企業の支援という側面もある一石二鳥の制
度です。これからも、企業の皆さんのご要望を聞きな
がら制度を発展させていきたいと思います。

A2.

A3.

Q3.

カンボジア発！
日本式最新医療のホスピタル

昨年９月、サンライズ・ジャパンホスピタル
の開所式典の様子

Me�age from Cambodia

1
海外投融資は、開発

課題に資する事業を

行っている企業に融
資・出資する制度

2
途上国ビジネスの特

性を踏まえた融資・
出資の

制度である点が企業
にとってのメリット

3
多様な国と分野で海

外投融資が活用され
、

ビジネスと開発協力
に役立てられている

海外投融資を活用して、タンザニア
でオフグリッド太陽光事業が実施さ
れた。LEDランタンを使用して読書
する子どもたち
（写真：株式会社デジタルグリッド）

テーマ

海外投融資

海外投融資を活用してインドネシアに建設
された、産業人材育成のための施設。ここ
で研修生たちが日本語を学んでいる
（写真：公益社団法人日本・インドネシア
経済協力事業協会）

制度面の改善を進めてきました。融資・出資の条件など
制度の詳細は、JICAのホームページで紹介しています。
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/finance_co/loan/

この制度のメリットはどんな点 ？Q2.
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マニラ首都圏の青少年鑑別所に収容されて
いる少年。家族の愛に守られていれば、この
少年もここにいることはなかっただろう

ストリートチルドレンの生活は自由である一方、犯罪に巻き込まれる危険と
隣り合わせだ
マニラ首都圏にある青少年鑑別所。外が見えると逃げ出したくなるという
理由で窓がふさがれている
深夜、路上にいただけで留置所に連れて来られた13歳の少女。彼女は
７日間ここにいるが、親が迎えに来ない限り出ることはできない

マニラ首都圏にあるパヤタス地区。こうしたスラム街でも子どもたちが未来を思い描ける日が来ることを願う

「若者の家」では、鑑別所から解放された少年や、家族と共に生活できない子どもたちが明るく生活している

マニラで出会ったストリートチルドレン。生まれ育ったこの少年にとっては、生きることが全て

a.

b.

c.

a

b

c

地球ギャラリー vol.104

地球ギャラリー vol.104

路上で生活する子どもたち。泥にまみれた足が生きることの厳しさを物語る

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
昨
年
６
月
、「
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
る
年
齢
を
15
歳
以
上
か
ら
９

歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
」
と
い
う
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
。

　
マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
は
、
至
る
所
で
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
を
見
掛
け
る
。
彼
ら

は
ど
う
し
て
路
上
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
現
地
で
支
援
活
動
を
し
て
い

る
日
本
の
N
G
O
「
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
あ
る

９
歳
の
少
年
の
話
を
し
て
く
れ
た
。「
彼
が
幼
い
こ
ろ
に
父
親
が
家
を
出
て
、
代
わ

り
に
新
し
い
父
親
が
家
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
弟
が
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
機
に
父
親
の
少
年
に
対
す
る
態
度
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
食
事
を
与

え
て
も
ら
え
ず
、
殴
ら
れ
る
日
々
が
続
い
た
た
め
、
家
を
飛
び
出
し
て
路
上
で
生
活

を
始
め
ま
し
た
」

　
幼
い
子
ど
も
が
一
人
で
路
上
生
活
を
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
た

め
、
多
く
の
子
ど
も
が
ギ
ャ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
で
、
他

の
大
人
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る
。
現
行
の
少
年
法
で
は
刑
事
責
任
年
齢

が
15
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な
い
15
歳
未

満
の
子
ど
も
が
積
極
的
に
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
年
齢
を
９
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
犯
罪

を
減
ら
す
の
が
法
改
正
の
狙
い
だ
。

　
こ
こ
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
あ
る
青
少
年
鑑
別
所
。
窓
の
ほ
と
ん
ど
を

板
で
覆
わ
れ
た
薄
暗
い
部
屋
に
、
18
歳
ま
で
の
青
少
年
が
常
時
30
人
ほ

ど
収
容
さ
れ
て
い
る
。
設
備
と
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
非
衛
生
的
な
ト
イ
レ
と
壊
れ
た
テ
レ
ビ
が
あ
る
程
度
で
、
子

ど
も
た
ち
は
床
で
寝
て
い
る
。
現
行
の
少
年
法
に
よ
る
と
、
鑑
別
所
で

の
収
容
は
15
歳
以
上
、
も
し
く
は
重
犯
罪
を
起
こ
し
た
12
歳
以
上
の
青

少
年
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
10
歳
前
後
の
小
さ

な
子
ど
も
が
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　「
僕
は
こ
こ
に
来
て
４
カ
月
に
な
り
ま
す
。
建
設
用
の
ド
リ
ル
を
盗
ん
で
捕
ま
り

ま
し
た
」
と
11
歳
の
少
年
が
話
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
が
一
人
で
運
ぶ
に
は
あ
ま
り

に
も
重
い
も
の
を
ど
う
し
て
盗
も
う
と
し
た
の
か
不
思
議
に
思
い
聞
い
て
み
る
と
、

「
売
っ
た
ら
も
う
か
り
そ
う
な
物
を
盗
ん
で
来
い
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
」
と
答
え

た
。
彼
は
逃
げ
る
こ
と
な
ど
考
え
ず
、
と
に
か
く
高
く
て
売
れ
そ
う
な
物
を
盗
も
う

と
し
て
こ
こ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
不
当
に
収
容
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
解
放
に
必
要
な
法
的
手
続
き
を
行
う
た
め
、

「
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
は
青
少
年
鑑
別
所
で
道
徳
教
育
や
心
理
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家

族
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
子
ど
も
は
「
若
者
の
家
」
と
い
う
施
設
で
受
け
入
れ
、
い

ず
れ
は
家
族
の
元
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

　
新
法
案
は
子
ど
も
の
人
権
侵
害
で
あ
る
と
国
内
外
の
N
G
O
や
国
連
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
お
り
、
９
歳
で
責
任
能
力
が
あ
る
か
否
か
が
議
論
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
し
考
え
て
み
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
手
を
染
め
る
に
至
る
根
本
的

な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
貧
困
生
活
者
に
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。
仕
事
が
な
い
こ
と
で
夫
婦
関
係
が
悪
化
し
、
両
親
は

別
れ
て
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
９
歳
の
少
年
が
新
し

い
父
親
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
事
例
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
地
域
で
は
決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
犯
罪
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
罰
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
更
生

や
社
会
復
帰
に
向
け
た
教
育
や
ケ
ア
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清水 匡（しみず きょう）
東京都生まれ。映画制作会社でカメラマンを務め、2003年にNGO「国境なき
子どもたち」の職員となる。以来、世界各地で子どもたちの現状を見てきたが、
さらに多くの人に伝えるべく、2016年にフォトグラファーとして活動を開始。
“支援”と“写真で伝える”の二刀流で、子どもたちが抱える問題に向き合う。
第4回日経ナショナルジオグラフィック写真賞「ピープル部門」優秀賞受賞。
● 清水さんの公式サイト www.kyoshimizu.jp/
●「国境なき子どもたち」のウェブサイト www.knk.or.jp/

きょう

Philippines
［フィリピン］

写真・文＝清水匡（フォトグラファー）

地球ギャラリー vol.104

鑑別所での聞き取り調査によって、子どもたちの現状が見えてくる
心理ゲームでは、子どもたちが体の部位から連想する言葉を紙に書いて
いく。「手＝ナイフ」「口＝シンナー」といった言葉から、「手＝握手」「口＝
笑顔」などへと導いていく
「若者の家」で勉強に励む少年。衣食住が安定して初めて、自分の将来
を思い描くことができる

d.
e.

f .

d

e

f
フィリピン

マニラ

９
歳
の〝
犯
罪
者
〞
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に
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さ
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い
。
そ
の
年
齢
を
９
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
犯
罪

を
減
ら
す
の
が
法
改
正
の
狙
い
だ
。

　
こ
こ
は
マ
ニ
ラ
首
都
圏
に
あ
る
青
少
年
鑑
別
所
。
窓
の
ほ
と
ん
ど
を

板
で
覆
わ
れ
た
薄
暗
い
部
屋
に
、
18
歳
ま
で
の
青
少
年
が
常
時
30
人
ほ

ど
収
容
さ
れ
て
い
る
。
設
備
と
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
非
衛
生
的
な
ト
イ
レ
と
壊
れ
た
テ
レ
ビ
が
あ
る
程
度
で
、
子

ど
も
た
ち
は
床
で
寝
て
い
る
。
現
行
の
少
年
法
に
よ
る
と
、
鑑
別
所
で

の
収
容
は
15
歳
以
上
、
も
し
く
は
重
犯
罪
を
起
こ
し
た
12
歳
以
上
の
青

少
年
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
10
歳
前
後
の
小
さ

な
子
ど
も
が
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　「
僕
は
こ
こ
に
来
て
４
カ
月
に
な
り
ま
す
。
建
設
用
の
ド
リ
ル
を
盗
ん
で
捕
ま
り

ま
し
た
」
と
11
歳
の
少
年
が
話
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
が
一
人
で
運
ぶ
に
は
あ
ま
り

に
も
重
い
も
の
を
ど
う
し
て
盗
も
う
と
し
た
の
か
不
思
議
に
思
い
聞
い
て
み
る
と
、

「
売
っ
た
ら
も
う
か
り
そ
う
な
物
を
盗
ん
で
来
い
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
」
と
答
え

た
。
彼
は
逃
げ
る
こ
と
な
ど
考
え
ず
、
と
に
か
く
高
く
て
売
れ
そ
う
な
物
を
盗
も
う

と
し
て
こ
こ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
不
当
に
収
容
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
解
放
に
必
要
な
法
的
手
続
き
を
行
う
た
め
、

「
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
は
青
少
年
鑑
別
所
で
道
徳
教
育
や
心
理
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家

族
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
子
ど
も
は
「
若
者
の
家
」
と
い
う
施
設
で
受
け
入
れ
、
い

ず
れ
は
家
族
の
元
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

　
新
法
案
は
子
ど
も
の
人
権
侵
害
で
あ
る
と
国
内
外
の
N
G
O
や
国
連
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
お
り
、
９
歳
で
責
任
能
力
が
あ
る
か
否
か
が
議
論
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
し
考
え
て
み
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
手
を
染
め
る
に
至
る
根
本
的

な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
貧
困
生
活
者
に
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。
仕
事
が
な
い
こ
と
で
夫
婦
関
係
が
悪
化
し
、
両
親
は

別
れ
て
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
９
歳
の
少
年
が
新
し

い
父
親
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
事
例
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
地
域
で
は
決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
犯
罪
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
罰
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
更
生

や
社
会
復
帰
に
向
け
た
教
育
や
ケ
ア
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清水 匡（しみず きょう）
東京都生まれ。映画制作会社でカメラマンを務め、2003年にNGO「国境なき
子どもたち」の職員となる。以来、世界各地で子どもたちの現状を見てきたが、
さらに多くの人に伝えるべく、2016年にフォトグラファーとして活動を開始。
“支援”と“写真で伝える”の二刀流で、子どもたちが抱える問題に向き合う。
第4回日経ナショナルジオグラフィック写真賞「ピープル部門」優秀賞受賞。
● 清水さんの公式サイト www.kyoshimizu.jp/
●「国境なき子どもたち」のウェブサイト www.knk.or.jp/
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地球ギャラリー vol.104

鑑別所での聞き取り調査によって、子どもたちの現状が見えてくる
心理ゲームでは、子どもたちが体の部位から連想する言葉を紙に書いて
いく。「手＝ナイフ」「口＝シンナー」といった言葉から、「手＝握手」「口＝
笑顔」などへと導いていく
「若者の家」で勉強に励む少年。衣食住が安定して初めて、自分の将来
を思い描くことができる
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マニラ首都圏の青少年鑑別所に収容されて
いる少年。家族の愛に守られていれば、この
少年もここにいることはなかっただろう

ストリートチルドレンの生活は自由である一方、犯罪に巻き込まれる危険と
隣り合わせだ
マニラ首都圏にある青少年鑑別所。外が見えると逃げ出したくなるという
理由で窓がふさがれている
深夜、路上にいただけで留置所に連れて来られた13歳の少女。彼女は
７日間ここにいるが、親が迎えに来ない限り出ることはできない

マニラ首都圏にあるパヤタス地区。こうしたスラム街でも子どもたちが未来を思い描ける日が来ることを願う

「若者の家」では、鑑別所から解放された少年や、家族と共に生活できない子どもたちが明るく生活している

マニラで出会ったストリートチルドレン。生まれ育ったこの少年にとっては、生きることが全て
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ピ
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齢
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15
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か
ら
９

歳
以
上
に
引
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下
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」
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い
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法
案
が
国
会
に
提
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れ
た
。
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首
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ー
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レ
ン
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る
。
彼
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ど
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し
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上
で
生
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す
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こ
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に
な
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の
か
。
現
地
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活
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し
て
い

る
日
本
の
N
G
O
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境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
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ソ
ー
シ
ャ
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ワ
ー
カ
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が
、
あ
る

９
歳
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少
年
の
話
を
し
て
く
れ
た
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が
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い
こ
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に
父
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を
出
て
、
代
わ

り
に
新
し
い
父
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っ
て
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ま
し
た
。
し
ば
ら
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し
て
弟
が
生
ま
れ
ま
し
た

が
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そ
れ
を
機
に
父
親
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少
年
に
対
す
る
態
度
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
食
事
を
与

え
て
も
ら
え
ず
、
殴
ら
れ
る
日
々
が
続
い
た
た
め
、
家
を
飛
び
出
し
て
路
上
で
生
活

を
始
め
ま
し
た
」

　
幼
い
子
ど
も
が
一
人
で
路
上
生
活
を
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
る
た

め
、
多
く
の
子
ど
も
が
ギ
ャ
ン
グ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
る
こ
と
で
、
他

の
大
人
か
ら
身
を
守
っ
て
い
る
。
現
行
の
少
年
法
で
は
刑
事
責
任
年
齢

が
15
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な
い
15
歳
未

満
の
子
ど
も
が
積
極
的
に
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
年
齢
を
９
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
犯
罪

を
減
ら
す
の
が
法
改
正
の
狙
い
だ
。

　
こ
こ
は
マ
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首
都
圏
に
あ
る
青
少
年
鑑
別
所
。
窓
の
ほ
と
ん
ど
を

板
で
覆
わ
れ
た
薄
暗
い
部
屋
に
、
18
歳
ま
で
の
青
少
年
が
常
時
30
人
ほ

ど
収
容
さ
れ
て
い
る
。
設
備
と
い
え
ば
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
非
衛
生
的
な
ト
イ
レ
と
壊
れ
た
テ
レ
ビ
が
あ
る
程
度
で
、
子

ど
も
た
ち
は
床
で
寝
て
い
る
。
現
行
の
少
年
法
に
よ
る
と
、
鑑
別
所
で

の
収
容
は
15
歳
以
上
、
も
し
く
は
重
犯
罪
を
起
こ
し
た
12
歳
以
上
の
青

少
年
に
限
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
10
歳
前
後
の
小
さ

な
子
ど
も
が
収
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　「
僕
は
こ
こ
に
来
て
４
カ
月
に
な
り
ま
す
。
建
設
用
の
ド
リ
ル
を
盗
ん
で
捕
ま
り

ま
し
た
」
と
11
歳
の
少
年
が
話
し
て
く
れ
た
。
子
ど
も
が
一
人
で
運
ぶ
に
は
あ
ま
り

に
も
重
い
も
の
を
ど
う
し
て
盗
も
う
と
し
た
の
か
不
思
議
に
思
い
聞
い
て
み
る
と
、

「
売
っ
た
ら
も
う
か
り
そ
う
な
物
を
盗
ん
で
来
い
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
」
と
答
え

た
。
彼
は
逃
げ
る
こ
と
な
ど
考
え
ず
、
と
に
か
く
高
く
て
売
れ
そ
う
な
物
を
盗
も
う

と
し
て
こ
こ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
不
当
に
収
容
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
解
放
に
必
要
な
法
的
手
続
き
を
行
う
た
め
、

「
国
境
な
き
子
ど
も
た
ち
」
は
青
少
年
鑑
別
所
で
道
徳
教
育
や
心
理
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
家

族
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
子
ど
も
は
「
若
者
の
家
」
と
い
う
施
設
で
受
け
入
れ
、
い

ず
れ
は
家
族
の
元
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

　
新
法
案
は
子
ど
も
の
人
権
侵
害
で
あ
る
と
国
内
外
の
N
G
O
や
国
連
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
お
り
、
９
歳
で
責
任
能
力
が
あ
る
か
否
か
が
議
論
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
し
考
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て
み
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
手
を
染
め
る
に
至
る
根
本
的

な
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
貧
困
生
活
者
に
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
で
生
計

を
立
て
て
い
る
人
た
ち
も
多
い
。
仕
事
が
な
い
こ
と
で
夫
婦
関
係
が
悪
化
し
、
両
親
は

別
れ
て
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
９
歳
の
少
年
が
新
し

い
父
親
か
ら
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
事
例
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
地
域
で
は
決
し

て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
、
犯
罪
を
見
逃
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
罰
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
更
生

や
社
会
復
帰
に
向
け
た
教
育
や
ケ
ア
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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Actor

2013年にフィリピンを横断した大型台風30号の被災地で支援活動をするCSO。CSOはそれぞれ
自立した活動をしているが、災害時などにはネットワークを築いて協力し合う
©（特活）アジア・コミュニティ・センター21

　国家による住民サービスが行き届かない開発途上国では、国内外
の市民社会組織（CSO）が社会的弱者の支援を行う場合が多い。フィ
リピンもその例に漏れず、CSOの活動がとても盛んだ。この国でCSO
が成長した背景には、アメリカが残した民主主義的な教育により人々
に市民意識が根付いたこと、スペイン、アメリカ、日本と続いた占領者
に対する抵抗がさまざまな運動へとつながったことなどが挙げられる。
　フィリピンの憲法には市民社会条項が盛り込まれており、そこには
「コミュニティーに基礎を置く組織を奨励する」という内容が明記され
ている。実際、CSOの代表らが財務大臣と国家予算について話し合う
こともあるし、CSO出身者が国の重要な職に就くことも少なくない。
財界が利益の一部をCSO活動に拠出する仕組みも存在する。政府に
対して提言もするCSOは、政府と共
に国づくりを担う重要な役割を持っ
ているのだ。
　フィリピンには相互扶助を意味す
る「バヤニハン」という言葉がある。
CSOの自発的な活動は、こうした助
け合いの伝統に基づくものと言える
のかもしれない。

市民社会組織

国づくりの一翼を担うのは

フィリピンの人気メニューといえば

フィリピンの文化を
知ろう！

　米作りに適した気候で二期作もで
きるフィリピンでは、ごはんとおかず
の組み合わせが食事の基本だ。今回
紹介するのは酢と醤油と砂糖で材料
を煮た「アドボ」。アドボは「漬け込
む」という意味のスペイン語「アドバ
ル」が語源といわれている。豚肉や鶏
肉の他に、魚介類や野菜で作るアド
ボもある。
　「フィリピンには甘酸っぱい料理が
数多くあります。酢や醤油の他、パテ
ィス（魚醤）もよく使いますよ」と話す
のは、ルソン島リサール州出身のアン

ガラ・グラディスさん。フィリピンの
大衆食堂では、普通フォークとスプー
ンのみが用意され、ナイフはない。
人々は右手に持ったスプーンをナイ
フ代わりに使い、器用に魚や肉を食
べている。「どこの家の壁にも木彫り
のフォークとスプーンが飾ってあるけ
れど、そこにもナイフはないですね
（笑）」
　フィリピンでは、食事中に突然お
客さんが訪ねて来ても食卓に招き入
れるのが当たり前。人々の間には分
かち合いの心が根付いている。

豚肉と鶏肉のアドボ

取材協力：日比NGOネットワーク地球ギャラリー

あるCSOがセブ島で実施した「子ども育成
ワーカー」の研修 
©公益信託アジア・コミュニティ・トラスト

ミンダナオ島ダバオ市の
レストラン。テーブルには
醤油と酢が常備されて
いる ©Kae Yoshino

【RE C I P E】
●材料（4人分）
角切り豚肉500g／骨付き鶏
肉500g／ニンニク小1玉／
酢100cc／醤油大さじ5／砂
糖大さじ2／ローリエ・コ
ショウ適宜／サラダ油

叩いたニンニクと全ての材料を鍋に入れて混ぜ、１時
間ほど漬け込む。
鍋を火にかけ、豚肉と鶏肉が軟らかくなるまで煮る。
別の鍋にサラダ油を引き、❷のニンニク、豚肉、鶏肉を
取り出してきつね色になるまで炒める。
❸に❷の煮汁を加えてひと煮たちさせ、煮汁が肉に絡
んだら出来上がり。

❶

❷
❸

❹

取材協力：（特活）アジア・コミュニティ・センター21 アンガラ・グラディス
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新 着 情 報

『ラオスフェスティバル2017』
高校生たちがラオスに学校を建てる取り組みがきっかけとなり、多く
の人にラオスの魅力を感じてもらうために2007年から開催されてい
るラオスフェスティバル。ラオスの文化や特産品などを紹介するだけ
でなく、ラオスの現状と、現地で活動するNGOの紹介などの場にも
なっている。世界ビールコン
クールで金賞を受賞したビア
ラオやラオス料理を味わえる
他、ラオス語やラオスの民族
舞踊のレクチャーなども開か
れる。さらにはステージショー
や大抽選会など、盛りだくさ
んのイベントだ。

E  VENT

M  OVIE

日 時：2017年5月27日（土）・28日（日）、10:00～19:00（雨天決行）
場 所：代々木公園 イベント広場（東京都渋谷区）
主 催：ラオス人民民主共和国大使館、さくら国際高等学校東京校
後 援：外務省、渋谷区、国際機関日本アセアンセンター、JICA、JETRO、
　　　川崎商工会議所、ラオス情報文化観光省
URL：http://www.laos-festival.info/
Facebook：https://ja-jp.facebook.com/laofes

B  OOK

『ヴィジュアル版ラルース 新版 地図で見る国際関係 
現代の地政学』
地政学とは、地形や地理と政治・外交政策のつながりを考える
学問だ。日本が島国であること、地中海を巡るさまざまな対立と
交流、唯一の超大国となったアメ
リカの抱える課題など、世界各地
の地政学的課題に焦点を当てた
本書。先進国はもちろん、新興国
や紛争地帯まで、各国の歴史を
振り返りながら今後の見通しを語
る本文と、興味深い話題に触れ
るコラム、そして分かりやすい図
解を通して、近現代の国際社会
とこれからの世界の姿を見渡すこ
とができる。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2015年／メキシコ＝フランス／88分
監督：ホナス・キュアロン
脚本：ホナス・キュアロン、マテオ・ガルシア
出演：ガエル・ガルシア・ベルナル、ジェフリー・ディーン・モーガン
公開：5月5日（金）よりTOHOシネマズ シャンテ（東京都千代田区）他全国ロードショー
URL：desierto.asmik-ace.co.jp/
配給：アスミック・エース

B  OOK

『誰も知らない世界のことわざ』
「あいつ、猫を被ってるよ」という表現、あなたも聞いたり使ったり
したことはないだろうか。しかし、日本語に詳しくない人から見れ
ば、“猫を被る”という表現は謎に満ちている。そんな、世界中の
言葉や文化に特有の表
現を一冊に集めたのが本
書だ。かわいらしいイラスト
を添えて、ユニークでウィッ
トの効いた表現を一つ一
つ解説。ジャングルで踊る
孔雀、背泳ぎするワニな
ど、それぞれの国ならでは
の表現に、思わずくすりと
せずにはいられない。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

イヴ・ラコスト 著
猪口孝 日本語版監修
大塚宏子 訳
原書房
6,264円（税込）

エラ・フランシス・サンダース 著
前田まゆみ 訳
1,728円（税込）

○c 2016 STX Financing, LLC. All Rights Reserved.

『ノー・エスケープ 自由への国境』
家族に会うために、メキシコからアメリカへの不法入国を試みるモイセ
ス。乗っていたトラックにエンジントラブルが発生し、共にアメリカを目
指すアデラたちと砂漠地帯を歩いて国境を越えることになった。国境
を示す有刺鉄線を潜り抜け、都市部を目指す一行に、突如として襲い
掛かる銃弾。自分を待つ家族の元にたどり着きたいモイセスと、安全
なアメリカに逃げろと両親に送り出されたアデラは、自由を目指して武
器も水もない砂漠をひたす
ら逃走する。ドナルド・トラン
プ米大統領の公約で注目を
浴びたメキシコからの不法
移民問題を下敷きに描かれ
る、緊迫のサバイバル・エン
ターテインメント。
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次号予告（2017年6月１日発行予定）

難民支援
近年、中東や北アフリカなどにおける治安情勢の悪化によって、国際的
な関心が高まっている難民問題。日本は、緊急的な“人道支援”と、受け
入れ国やコミュニティーの経済発展を支える“開発支援”の一体的な支
援を進めています。世界の難民情勢と日本の取り組みをお伝えします。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① フィリピン産フェアトレードコーヒー
② 書籍『誰も知らない世界のことわざ』 （p37参照）
③ 書籍『ヴィジュアル版ラルース 新版 地図で見る国際関係
 　          現代の地政学』 （p37参照）
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４
月
に
J
I
C
A
広
報
室
長
に
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
約
30
年
前
、
円
借
款
や
海
外
投
融
資
の
実
施
機
関
だ
っ
た

海
外
経
済
協
力
基
金
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
金
融
機
関
に

勤
め
る
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
初
の
研

修
で
、
担
保
な
ど
の
金
融
法
務
を
習
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
ス
ワ
ッ
プ
な
ど

の
用
語
が
業
務
上
も
登
場
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
南
ア
ジ
ア
の

中
小
企
業
や
農
家
に
対
す
る
金
融
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
ベ
ト
ナ

ム
の
金
融
分
野
の
調
査
・
研
究
に
も
従
事
し
ま
し
た
。

　

行
政
改
革
に
よ
っ
て
、
1
9
9
９
年
に
勤
務
先
の
海
外
経
済
協
力

基
金
は
国
際
協
力
銀
行
と
い
う
「
銀
行
」
に
。
当
時
は
、
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
の
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本
と
開
発
途
上
国
の
両
方
で
、
ま

ざ
ま
ざ
と
金
融
の
影
響
力
を
目
に
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
赴
任
中
に
、
日
本
も
支
援
し
た
グ
ラ
ミ
ン
銀
行

と
そ
の
創
始
者
で
あ
る
ユ
ヌ
ス
教
授
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
再
度
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
私
は
J
I
C
A
の
職
員

と
し
て
途
上
国
の
民
間
セ
ク
タ
ー
支
援
、
中
で
も
J
I
C
A
海
外

投
融
資
の
活
用
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
３
月
ま
で

勤
務
し
て
い
た
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
女
性
の
手
工
芸
品
生
産
に
よ

る
家
計
向
上
か
ら
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
至
る
ま
で
、
金
融

に
は
幅
広
い
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ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
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「
金
融
」
と
は
、
お
金
を
融
通
す
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
は
機
械
的
な
作
業
や
仕
組
み
で
は
な
く
、
お
金
を
出

す
人
、
使
う
人
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
人
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私

も
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
「
金
融
」
に
携
わ
る
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
営
み
を
拝
見
し
て
き
ま
し
た
。
今
号
の
特
集
が
、
読
者
の
皆
さ

ま
に
、「
金
融
」
を
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
身
近
な
も
の
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

J
I
C
A
広
報
室
長　

天
田 

聖

「
金
融
」と
J
I
C
A
業
務
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五方よし！ みんなが幸せになるコーヒー

©Yuki Asada

　近江商人の「売り手よし、買い手よし、
世間よし」という「三方よし」の理念に
「作り手よし、地球環境よし」の２つを加
えたコーヒーが、フィリピン・ルソン島北
部の山岳地帯から届いた。
　京都に本社を置く有限会社シサム工房
が販売する「SISAM COFFEE」は、山
に暮らす人々が手間暇かけて育てた生
豆を日本へ運び、京都にある焙煎所で加
工してもらった香り高いコーヒーだ。
　生豆の生産者とシサム工房をつない
だのは、環境保全と先住民族の暮らし
の向上を目指し活動しているNGO「コー
ディレラ・グリーン・ネットワーク（ＣＧＮ）」。
樹木の植栽と同時に農作物の栽培や家
畜の飼育を行うアグロフォレストリーによ
るコーヒー栽培が森林を保全し、住民の

収入にもつながると考えたCGNとシサム
工房が出会ったことがきっかけで、2013
年９月にSISAM COFFEEの販売が始
まった。
　CGN代表の反町眞理子さんによると、
農家はコーヒー豆の生産だけで１年に約
20万円の収入を得ているという。他の換
金作物の売り上げと合わせると、大卒教
師の収入と比べても遜色がない。
　シサム工房の池澤匡彦さんは、反町さ
んの「私たちが目指すのは、一人のため
の最高のコーヒーじゃなくて、みんなが
幸せになれるコーヒーなんだよね」とい
う言葉が印象深いと話す。CGNと共に
地域の環境と人々の生活を守りながら質
の高いコーヒーを作る農家を増やしてい
きたいそうだ。

天日干しした生豆をチェックする生産者

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Ph
ilippines

May

2017. NO.103

★

★商品はシサム工房の東京、京都、大阪、神戸の８店
舗の他、オンラインストアでも購入できます。
http://www.sisam.jp/store/

SISAM COFFEE深煎りドリップボックスを１人に
プレゼント！→詳細は38ページへ
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　2013年５月に友人の案内でミャン
マーを訪れた際、国立管弦楽団の練習
場所に立ち寄りました。彼らがシュー
ベルトの交響曲第８番『未完成』の楽
譜を持っていたのでその場で指揮した
り、妻の京子がピアノを弾いてみせたり
して楽しいひとときを過ごしましたが、
演奏はお世辞にも上手とは言えません
でした。そもそも『未完成』に不可欠な
トロンボーン奏者すらいなかったのに
は、驚くやらあきれるやら。１回だけの
交流のつもりでしたが、翌日、滞在して
いたホテルに楽団員から電話がかかっ
てきたのです。
　同楽団は、2000年代初頭に発足しま
したが、軍政時代に事実上の活動停
止に追い込まれた歴史があります。「10
年以上の時を超え、失われた音を取り
戻すために指導してほしい」。そんな彼
らの熱意に心打たれ、報酬どころか実
費すら出ないにもかかわらず、気付い
たらまた来ると約束していました。
　最初に取り組んだのは、東南アジア
諸国連合（ASEAN）10カ国の民謡の

メドレー。「2014年に開かれるＡＳＥＡ
Ｎ首脳会議の議長国としてふさわしい
ものを演奏したい」という彼らの希望
に応えて、私が編曲したものです。張り
切って練習に臨む楽団の様子は、ミャ
ンマー国営テレビで国中に繰り返し放
送されました。
　2014年からは、国際交流基金の助成
を受けてコンサートも開いています。首
都ネピドーや古都マンダレーの他、商
業都市ヤンゴンでは、国立劇場に加え
てオフィスビルの中庭でも開催し、演
奏場所が少しずつ広がってきています。
　とはいえ、最初はどこから手をつけ
たらいいか分からない状況でした。ピ
アノがあると言われても、行ってみたら
鍵盤が波打っていて音が出ないし、副
業のために遅刻や無断欠勤も当たり
前。楽譜もきちんと管理されていない
など、楽器を弾く以前の問題が山ほど
あって、ため息をつきたくなることもし
ばしばあります。
　それでも活動を続けているのは、ボ
ランティアで協力してくれる日本人指

導者やスタッフ、スポンサー企業など
多くの方々の支えがあるから。何より、
「音楽が好き」という楽団員たちの気
持ちが伝わってくるたびに、もっといろ
いろなことを教えたくなります。
　ミャンマーでは、まだクラシック音楽
がそれほど知られていません。かつて
日本に入ってきたばかりのクラシック
音楽を広めるために奮闘した父や祖父
の思いをミャンマーで追体験している
ことに、不思議な縁も感じます。いつ
か、このオーケストラがミャンマー人に
愛され、誇りに思われる存在になるま
で育てたい。父が指揮していた「ボスト
ンポップス」と彼らを競演させたり、日
本公演を実現したりできたら素晴らし
いですね。

私の 失われた音色を再び響かせたい

指揮者・チェリスト   山本 祐ノ介

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

YAMAMOTO Yunosuke

PROFILE 
東京都生まれ。山本直純、岡本正美の作曲家夫妻
の家庭に生まれる。東京芸術大学・同大学院を修
了。第21回民音コンクール第１位入賞。東京交響楽
団首席チェロ奏者、ハレーストリングクァルテットチェロ
奏者などを経て、現在はソロチェリスト、指揮者、作曲
家として活躍中。妻でありピアニストの小山京子氏と
共に2013年より幾度となくミャンマーを訪れ、同国の
国立管弦楽団の指導にあたっている。
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